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闘争のロゴス第四章

はじめに一一リアリズム対教条主義一一

我々グ】社会には、 つれと!ぇ対の考えがιf土 --cいる -"C;fしら つ

の止、I"J つの教AO出?に戦L、さえ"じているいてれば政治的kE13と、

31政治的コ、想との単5Gいである ξ して政治的 1 アリズム ζ、革命~)k

版従j:Il¥.人;宣十式派とい 亡、あムゆる敦朱十三t~ の戦いである"

1903-0;-)戸 iz、ドそフスキグJ政治思想:こ)アリズム志向がH行政;こ小主れ、刀、つ、

)ア)ズiが内外(ij ;U:治返桂"おけ主役の組織原理こしと忠ooldじされたJt矧ε

あっt" てればポ ランドの肖泡ひいごは悦グへの討きが、現J丈の1Jx:;訂的力h

!て、ジミ ノ〆ドじ人j外で!ぷ〈発見され、Iril時に7ンゴー)，ノスムj互訪れJli. ~叶ーた

ちが;fJ[~jUxiú と不可政 l刊に [bU~: させムれた同制に工止なり!?う ~'Z- 1 う宇たi、 J 、一コ川円、

ポ ヲントf十台における祐氏党 丙侃|刊では、理念悌緑選1"1 J)メト"が先

鋭化Lた そのなかで i モフス羊l玉、ロシ 7政治への干支持的介入之国除外交活

動への多;当;に」る政治的リ T')ズムの遂fを口 fスとした。 J問ア;-4るなら、 tP，
ウへのパツごヨ J や相会 J 人 号オしを点にえてーフ ιド民事くの刻、守にijtすてるた

めγ、r:tンア Jけげい[i'おける lオ弁:l-;.~;: ft:や hJI~~~状況仁間ム仁亡命理性を備えとブn

グラムを ;;1散しつだ1J，ることを三日亡した口

ベコ、

:B4j 

( 190/l咋出!li文民に引用した :-K!I.)/iにおけるドク:'T!〆と '1γjズムー

cJe，jムSi':5-3りり!2全us



叶1Eノ ト

それよ"目ヘコ tj_~¥λドセ切に予告かれた|恒国とドク lリンJ(i 90つ平 5弓〆、 1"ゴシア

の危機に対し-cJ (1 903年 2 月)よと C' った論説からは、~~喜のむ在σ〉状泌E11誌に

おけ令官化ふ ~~v~ l]\: る:こがと きるい彼は、 1902--03年iかけて、 uシアの内

政外政ドおける危機がもはわ明円かぷ若手方市lにわ f示品」一もの 1 ヰ~HT:;:すふや、

|今1:、況は慌fEをも勺ていえるのは、ロンアにおける1見F(n危泌が、凶液体

制により深刻会拡を疑き;j"l~ "c過ぎ去 I1えない、と lミうことごあるコ (危機

あまりに深<r;ンアのー杭計会全体会話るがし叶家の!I{門ヲ相織の長硲

そのものに問わ ζ~ として、 jft来何ロン円支拾に対する見方を生fL さぜナ I

j見I'--jすれば、殺の jアリズムは、百ンマグ〕危険的変動に対1:':'するために形成さ

れた守悠であったこ"ミバょう U

i也lJ、円 ラノド阿部の状況認;故(~っし 1 ては 文泊cn';IJ司に不されている政

治十円 Tlノズμ 対救条ヱ義としぺ対立構図のように、 f ランド社会の此治勢

ノJ マ非政治勢力のうj'-trT~ 、民族の})を iEJv ぐ設、詰まるか、でし亡 w突のE立;>/ì を

安えるか、という甚主仁ょっ、 缶、 iて¥!る…守れは、彼cつ l~t~J;Jにおレて政i合

的リア i ス J が独自のj\j笠ぺご占め ~-;J'.'_)あるこ;の去iしであっλ、

lりU紀ノ~かり日:;JI:氾初頭打ロン (-i;Ii:f ラ/におし 1亡、ドモワスヰら国民

民主r屯(立民族守買え前かつ非武装しつ政治山;!);を行うす泌をと ηtいたいほん、「革

命派jと表現えれ心，1、 ラユド主l会党などの祖父エ義諸見i)わ1，:プnタijア一
、の連F? によい日ン F帝同の:jH討を日指す注勤を行つごいた さらl-十要な

刷、Hどして、政治には湖与け寸ヘ粁j斉 〉ιf七活助におし 4てボ ラJ ド民派の存続

をはかる「同夜派 あるしゐば「ι誠十読者 lなとと日刊tれる保守派7JSi.，、たこ
ドモノス4-l土、 :こで、 LIら0")¥-;鴻存 E.:zi古川:J1)ア jズムと :¥'1苦'.-5'(.)、 )';1，の立

場(J全ご|教条十又JY 凶Lご北半1j'9る |教条十五J:土、 :1C伺〆¥'-クI'') 

:-_: (1 SG2-{ ふ幻 J が玖:のように釈明分けしているコ

敦夫ょ設 とll;fl!きれる組むのおーは「三義の C':jl論‘づなわち 111義

であるつじそれは、 11ゃ深間ノ系にjJU て卦一ずや円高古市非f:J'j'~ひと信

じるよ q 枝々に命と ま七、そハ〕た正義の謄fr:を〒めるた的、"十万;n-c.正義
をffう4う、決λ 日吋にも{;';じる ものとされる つま"、ポーラン k長旅が

段目告や以立を fいうるみi右手ヤがあうてもそjl合引わす、士、勺て内分たちが手に人

れたも(!)(土但却し、 fむんで、白 ~f1:二ち泊ら:nIか刀 l]'Zs半、される1号令iは礼)Jf[せず、

もぎ取られたものを字、、J，Qしとりもし必い、けれとも、 ι義のよ[j;i;]JがflJ;じす

るまでひたすりi'#こλ、と"，う与えをさす」 一札l士、活r.，'-，:恥;こは崇局、あっ L

式 til、Ji(S'3981::4U4



|玉 þê珂柑立のパトス iレロプス:~二)

も、縦突におt、てはぬ 1守した政治にρlする知力肢を茨Lており、受動的に止義

カな旦れる日を{寺ちft:Y る :Ir:~;にの教条 j--_:.!'本-;:ある U

第 に、 ト了寸の救条主義とは ri主いが、作かなthl担喝iふ にあると北fPれ

てい心のが|社会上義的な教育と一義ーメlである 向者は一三義ーのι1;:1で性.j"ioっ

ている「寸なわち lムIニ7守二杭的な設条i=義II主 IryイIまた将来;二五ける凶i禁的

なゾu〆ゲリアートの迫帯 jや旦百し。 ヨ-L]ソパ全作でゾn レタリアートが

勝干IJLcさfずれば「ホーラ/ド附泡心卜廷の原七'11おし てー処理にてくれる

と伝じる」上うへ々:.~ S.仏、る教去一義Eあω

干 1，'告 1 ，;詩的な教条 i 義によれば、今ヨ、一つの主主トヰとして民 t~" を-#­

える必要はなく、氏族の九~~;-，(7}J を強める必要もない、という む1>弓

そ1し[戸 ラン ;--"1民族乃J内全力j を nιì]--'I~ 主、 fガ勃子る諸階層炉、社

会山残りの部jfとを結ぶ尚徳的な結びつ♂を切断L、i也ゾjで、分間す

る訪日時層 ~i' ;，主 o; 1r~L:EJのプi:Jレタ'}-j"_ kと合わせて一つにする必誌が

ある、と¥."う υ 計会ー」主的な人民共沼伺」と ν ごのが ラン i;i 

!手、 .ji'{;;かなとiとがあ。のどかり、それを信じ、も iよりそれk;出向し、

/円 Lタ')ア¥(7)投手jを，，，めるために、今日のJL令。〉遺配的集散を

吸法[、j:¥')炭的理念を悦絶〔なt.UdJ'なムない、等々と L うυlょ'1

さらに 社会主義市な投条主義 i/)対他には|スラヴ自初土条主義」ムムがある口

これは、川ー/ンド氏桜山紋i芹号、「より大友士スラヴ肢とし1ぐっ連ホにある j

と豆百する"坊とあり、皮肉なことに*-ランピ人以外的スラ 1サ人;ょにU;;'/ 

Fへ)じ;7:;1'-$一己認苅I:_lが誌も↑よまく、対「日目Jにド{ソ人どの関わりが恥も多いワ

ワイ-c:，/令戸;J，;'----"j:".ヘにお u 、て~;Jk. 1_ ているものである I 民ク).+;で最も~~

大な〈ンパーの1#砧のもとに、つまI)L!シアの去を肱グ〉もとに 述?育会t;li~S-: こと

?当然的IIリ犯と、 さらに、 r'寸/マどの珂係おいて:i1Sたのあら出るt足跡
を忘"，Ihiることのみならず、今日ロシアか九時、わ pてし Iるあらゆふ不正なと打

人:二日を出乙るよう勧めている 1" 場と Lて説明され ιいる ν ，1:)

これと I;!J):;q0)、より悲観 ~j守なものとし亡、 日ンアとの i白捷 ~I0 rü~ I~ 0)教長 l

"治、や，T"られて1 る それは、ポ ラ L ド l-'Çj;女:ヴは、 ilZi角的犯"を取り JÞ~

dーだめ乃最氏以の環尽もなし収見の42によぐて、ロンア匝訴の国J克l勺でグ1

'1 ~ ;存が， i"'I'，: __ ;tされしいる!という「断わな事烹を内発，1:こ寸る lもので、「ロシ

;1，，)ムSi':5-3りli2全U3 ~BGj 



叶1Eノ ト

戸 JFtí1'f影響「での、 E く、も~ 7i' ~_， 1.こら府レ辿がよいかも Lれないロ:--y国家

と山長院をit:rt:"j寸るよう勧め 犯す山設五な行 ν、にJ"cて":. 11シ?f:i:!1'ずの1，

!t!HをTJ得すミよ λ初めゐちのごある r こへした詠l主から、;;"，ーラシド民H:.は、

ロシアLニ午包イ主 きれ.-:;)('ていうイ、c:'1壁:乃制末が侍ってv、rGこhを対1りつrノ、

不良を泊 iλT;TFìË':~l は前ピ F:二、そしり龍廷のみを信じ、 すすんでロシ γの主4刊の

Lドヘ舟〆子投げ出-j 、えだ、とする「教条 j義|が生まれる

これら氏支00な教条主義的論指~，J(，'に対しては、治 に、 i"~bt キベ誌の歴史子

草i)J培、「カをこ当v:;何回するこしを知らに以才打、 正義」、|社会上義的述布」、

|スラヴとの :;Jt~~"i""T Iなど政治的}Jになりなしド汁滞な辺土、¥の返大昨日111かめると

批判色れて vミる j そ lζ治 に、 r:γ 誠一グ〉教条 L，指は l'可為にt;(j凸を{台七続け、
|十十会土去 の土丈史ヰ二設はよt:Hkという枠そのものを解体すると的、ポーラ〆ド

jミ快打主弁と独立に li政治円\:~ 1支~た必い、と批判されている う\-~;主のよう i 、

にコフスキにおけるり，."1 J ズムこ{王、片:万足。)利.~のためい以宅。〉改訂 l河村にお

いてとりうゐ方東 ~i'j'g;択し'*1，すゐための政治的選択やさす そのため、彼l

とっては、吊わ派も止、減派も、 l~民的批 i'1"を;主首に i主イ7 ，，~込ブミのが ラン i を

タルにA;J治γ 「ための土作汁を放寺、し、ポ ランド政治治ら進両手 Lζひたす

り架主の巡j:に完結的にしがみつ九、 w安を脳え l斗;る政治前!寸寸スをノにくもの
とみな:E-;れておれ、そのために「教条主義lと1 てー;芦LてtL，!，:j;~， ~して， 'るリ

保三すれば、ド~f ソベキ l土、ポ ラ〆ド段、むl-おける努力記笠岡の認識その

ものの転換をとなえていた 孜治における VYl-.. 1)ンヒ 1;T1JスムJU9(周年)

におい ι1;1:""r スの欠 ~:í": カ刻'討され 1 し 3 る 方の恒;こは、武装蜂起によるポー

ランド5!~Lt-!，を日指す革命派があ丹、そのムJ恒に[土、 E、誠:士i 義があった， 1かし

氏該自主起.;訪れiiI庇 +:7U'-: いみ;;:>]"，";7 南r::~土もはや、時代 }~~~-cあり、その政治:j{J

内実は171'しな1¥ と従はてt:3長ずる「ぬは、|実将のιころ、今|、代々の引公

には、給付山;~革命:義者七、 M~._:吋山;~忠誠;義者七、古イ:ーしないコどちらか

の佐治の!}j'JAに杭:1反していふ常世話わちはイJずしなし、」にして、出誠牛主主と、

小企上義〉の対立を、|不設工で前争山右治略」であるか巳|塑珂空前の、問題

。)単純化であり、 <t':〆も事柄を明らかにL乞いどころか、反士• .1 :二、Il!Z、 r~ìW、思 i~

牧lJ:主とわせる 4、のごある"ーと0:1じ寸いる U なぜならJ引なくとも、有刀な、

羽織さ札たも mi尋的なスγ:ーガシr従って官立自UJ1芦勃安行っている集悶とい
う凸味では ，~.g5~主義計の先凶も苧命土義官の長国も JUこ与ノ土什「、|時炉して

村会下北社た fJ は、武1を蜂起に ;úJ げた羊情についてコJi って v る沖、持ら~，i 、[実

1m: 式til、Ji(S'3以;)::402



|玉 þê珂柑立のパトス iレロプス:~二)

目告には)ぞうしたな1域で何の活動もしていない 反社側の立場打しsては、 t

ri;-OC --f 誌に師執する人々十、徹底Lたそスカ lレ好，'f;，lfの'1、長[.J:があるが、いずれ

も[政治勢 }J と ~"n 1r~ (1) ，e-味もちたない|ムぶからマある Lたがっ C、忠誠

上義主s--:~一命上義 ct- 1. ¥う対立の:ZJ式;土、 l政治的刊行げを芦」であもか、ま 1-1止、

古v、戦陪を事r:..--い活動 F段レこしようと、 F;'t~~~な繰り返しをしている? 寸ぎな

い'"けと↑まはfI.~，*ii\; ljていた j

ここで1モワスえは、 r:時代jf:誤」に陥っへ政治のあは )j'!:-保そうこ試ムてい
るけ恨の t;~j~'れこ ~3 1.， ，では、ポーヲノド社会tこ1;5'"、て対立Lていゐのは、 "1'合派

と忠誠派では0::\、政i\~ìB!j リア iノズ L と、村L上ぴ)ノJ可申と化 ν亡いる徐々な お〔

条 i設lのすべて むあうだυ リ〉主脈に%3''て !ノアリスムこ、政治山県考、

政治3Sなるものとは、同 抗されて v、ノコ。トモブス干の政市B-~ リア 1) ズ ld土、

現実の政治混在、こJSi， 、、戸 ラ kの51!.iLというノ¥pl匂わため tこどのようとc

「段をこりうるのかを、口寸スに~，って胤どしかっ安fi 守ることを求めていた

本主主第一節;おしてl午述するよ λl、ド1"可政治(おしと!人法的指草するi到

1;(1:(干党のブ口グラムの転長を行v 、従来の伝統的な武装蜂起三f:_J'VJ おヲミ共;

決);:jした また、ニ与しとリアりズムへの転換のJn:徒、 I1露戦争が勃売したこ

とを械に、敗伐にt7しむ口シアJt山¥iア)対応をめぐコて、武子ミ娃起によるlI:!tI{.;'

}n刊を唱える<1' 弓ンに中L~':;j!:とと J>J iL I、，lmliiciJf，に転向、んとのぷ肝心 "1，，，

を受けるこ~: "な勺/行}

ヱ r: 、↑庄の ll~Ui:l ì~ お L 弓て l止、持力政治グ)現実を出慨に認識する 77 リス品ど

同斗に、民族への献l寸を!ぽわず、民族(j;j1'S.{すを求める意;哉とし c0) J竹シ辻/

とがすで干"(いた IJ.;-!，ごち ι主Eしなくマばならない 本廿結 節:二 13 いご i，f ~!l す

るよ二)r二、 f点の思想にお日ゐノ¥• ，ンヨ〆は、 J与のj三族害児のネイ足であっ丈一)絞に

とぺにす 子〆ド対肢を構成ずるものは、， ;d.l エスノ60止主もさる lことなカ

ら、 つの生命fふとしご説J$セ，人毛 弘、fイλとしごの民事、への舟、1きであッた A

そ1，てと与清百におい Fご述べる ζうに、 ドEフスヰのパトリオテイノ才、ムに内セL

される U ゴス的矧市 1) '? 1)スムl玉、彼が指l，lfしナ国民民一党のイログラム金

史 (lDC3'r)や 11露絞下ド初-1-05イ1-') ""，- 0) 対応、ロンア :λーに a;~fM J~_ t二:FX( ノ~'?I国

C')i'l名 11というた;l-nXf.::;uにおける汁処とい fバ隠せj:'内出火 t- iJ:>-~::: に、 1I月時 il~'三

れていくコ

'1，，;ムSi':5-3り弓!2生。 ~Bùj 
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第一節 ブロヴラム転換

ドモノス4ーがすた々のノ、十)オテノズi (約3午 Y":iと表して以降の十午i日j

に、似1ì~'1:古勤1t~ 出、す ζjてT.è;'述 :，t:，!，-;:' その応械を大きく作三 L-:)":J あ，t-_て

の変化を象徴するiii来事'/)¥上司民民主党のブログ 7九¥致、ri術相 J じおけるノJ

P十転換 lよか)ヨ年) -:"' Jうu た， ['，!民民 i一党は、民d5.述l早々地下吋体とする此えて

あけ、ロノア頒ポーラ/トチ担点としていた。 1) 19(rl.fj-.(...': 品された新たなっ r~

グラムグ〉特宍な d白;止、 1897年(発点さオた当初のプロゲヲムにぷいで」燥さ九

亡いた、民民主北約た武装蛇むを批判jした}とにある υ そのため、民枝呂田は、

lとじてド ブ J ド司会党など-j;];，O)山治グ 7レーブから、 ir，[;!lif:iJrtJ司りにな》た

レいへ批判を 1けることレなった

乙うした批判は、国KK土党乃みなら「、 ドモフスパ二個人にも:liJけられれ
1Q々 のノ、卜 '1オチイズム， J，j降、上tt3Ji望校内でで7草干J¥7:坊にあニ従が

190;-j年の 1;1民民 t~~lLl グラムを朝、等したためごあるリ v のブcゲ勺ム中ι換

を契機としご、ノ止は、|服従派」と変オ;1')な¥."ノ， 'う批判を去にる t~)になった。

まと、[主年のドモフス¥c.，jiJfセにおいても、このプログラム(人ドモワス与が現

ロシア?，1'1，~.::?J 度に転じたと鮮される半|刈とな η て 3 た U

んとし、以|て lヂ込する上うに、 1日O:i年のブ 7ゲラれ変史;y斗iなるjI(長蛇起

の投棄やUン 7i亘{zt志向レ堺まうのは甲計とあり ドモソスキ宮崎それ

を Ë，~到していたのではなかコたらで;之、従は何枚、こうした双眼を引きがねな

い内容のプけグ J人、と、あえと方向転換Lたのであろうかい

本節においては、 i1J!(民主党プ〉、プ"ゲラム古史を ÎT うに才、った七三~fí~J背景を

槍討する そLて、ド Eフスキがw:長併起を批判IL、口ンア|付此~の制きかけ

を重視 Lた前理を明らかにするー

-ドモフスキ思想のj療関と民族連盟

民供述:，p，1，の最初のプログラムJ土、ジグム> ミ1ヲコブスキが1以71Eに教主主

したも刊でJ依存円台法的 公的|主将 a按構i去っ、こうかム士，.1;)'~-9 る j ものと

計九れていた l ぞの政治践の特殺としては、;:Jp今iLu下動的指売と、「:むこと

なき χ期的革命J'-，" 0)-)"とJ~;y; 守、げられる さらγ、初期 )J;，:;}J主連盟が持ってい

七bうひとつの特伐li、2日世紀初頭まで、計二ヮが王立公蜂起を帯 の独立達成グ】

「伐と胤なしていたニとにある，.J: i) -1Ft艇につ守主ら、仏、なくこもrJン7領

Il:J9 : 式 til、Ji(S'3941::4Uゆ
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，，"，' 

"、 ラ uノドにお 1..'"どは、虫;):tに院わらず、ボ ランド人の政治活動 いえば隆

起或はその苧怖を意味寸る との誌誌が共泊Lてし Aたし武装蜂起こいう伝統へ

〆)WFI告によって、ボ ラ/ドの政治活抗・ ~~tu:(通対 l土、長警をこ λ むってさた口

それを一要な手段、すζ 二王に反発?と》人々であ)~(も i911紀u:，.アii.Qボ

ヨンドク)孜、:-ij呈杭におv、ては、それを1;1.81二人れさるを汚なか〉たし、年〈の

み場合、そうνった人々 も、円'.ft:./てνる以打二L+定的な武装鮮起 j手去にt[;持台
れてい六のである。

それだけ)二、式投jf起を政治活動しつ l手段」かと抗応ずるまでには、民族述

田内ぷト'j二三L、て葛!俸が続いた、;よ|に日|岩した1901'17 J J号 :::6:、ポーラ〆「寸マ

宇;iJ 制U:=:立、その謀子がk::~! 包れて v 、る '3

本 ランマ{土、半和 l河合方法;おし hては決して丹立さ 1しないし、

いg..'7 二/ドを]主li\r_~伺へと芽ぐためのあら叫る政策は、決詩的な

瞬間;おして、ワ U グラムの中に氏}~闘争争戸んでいなノてはな λ な

と人々はJ<々 にうに我々自身、それはよく理解している しか

υ、その曳コミを;在日告"('<冶るといλこムと、 i主起政策をし令こ〉との

也jには e 距離がある U

民族連~~: L-C:.正、ポ ラントの獄、"を円揺しぐおり そのため 1，，-(土、最終

的(こ支配"匝と弐力によ勺て i~突ずる r:.:'t七十l もありうると uう以前をもってし

た]か)、独すのための武力';:，1争の重要性は認め守も、 それを即効性のある

手段として、ノトすれつtj¥，-，るべきHiJiとすることには行主1:1(;であった 1 ぷ)J( 

よゐ浅いの主主要性を認めIかん，.v、ノ亡、現段階におし 1 ごw:長野起を計阿L'丈

1-]-ずることは、 E両日ill:，，:1:Httがある、 とし ιうのでめる

ポーフシピ刻;jIというi:I山?tずしと式会L蜂起は合王手ょっな手段じはない、 とえ4

めふこと ~1ιが、当時の i℃技i生.illi. cnh去にかなりのiJ~~-~ え十刊し吠れそれどこ

ろか、民族芝山l止、B:終的:一昨ιを断三，:L九 Ni果、 Ff1決不誌な問題tこ陥るこ t
とJなった。蜂起を断念するとしイ交史に際し七、同校;車琵のJn君主たらは、 t

到にこ;'if;、jリ111:をカ (;t.二戦t)のために除却に代わる手段を見つInl:よならな

刀ったためである ポプラマリノーi.7，+ (土、主主|経(7)ところ良子起の地i'TIをが

児っかムなかったため、 j民民辿京日ユ令子足時こなたi字麗つjをけいざるを得な〈争っ

寸h
k 、 こにで、新しいプ汀グ 7ムを全く言!耐u!♂ていな， ，しおこうしたポアノy マ j

:"，;ムSi':5-3り3i2:l9D :1401 
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ノブスヰのiLoは、峰起という手段を除外した{乏の選以1支を、 'I'(j副支配へ6叶日

もi::こ収長1 たものこ内干しごしまって νる

住吉、に、ぷゾクマりノ F ス三一プ〉、批判づるように、民H;::~主将の主張l土、一見言布

下てやい/!((;-"(し什ヲかのようごあノがL、それ!止;胃l山仁、市に企化する

政治状(I~を J).実的に~"gr.設し、それ:恭っき適切な jji去をとノ、うとする託l! の表

れにあったと併 1 ることもに~ ;:うしドコ yスキはlS9己年の町山、こ¥蜂起に代

わノム]段i:lて 11むこ lなさl又期的昂命rえ提唱してしお丈、 つまり、蜂起と
し、う ~Kだけ7なぬにおいてのみtl:-_と〉して平;うのではなく 日々 続¥， ，-c<t:政治

J~私l におい仁、|白j出、く 4去りへC)i~号動を継続 4 るべきではノJ:''，.， ιか、とし、う松)1':

Tあふ、 そのJ是茶や、イ定(l19fJ日年UJプuグブムに紘:');J、 J;，、今l支は r~:c cワ i行動寸

〆ト¥， 1てR=び去;討し子、のぞ2角卒するべきであろう 独汁潟市のrv之として効果

i叩

の見込めない弐災体起を批判L、ロシr:ブHこごとじたtoX:治究開の可能刊を捉えて
E支出計討を展開しょ λ とヲる共立姿勢~;:: • X=t:パごし iたl にたがハ己、 ~00.3十円

プ U グラムを「口11従派~ 1'1<::とする泊!I-潟、:土、そう l た現実 義的な 4l、考TTIJ'己あ

るいは、品小評慌しているといえるに

l川区紀f去半のポ ラ〉に社会の状況をおおまかにとらえとなり、 んにおし 1

亡、伝統的な :nIf)'~(I) ゴ没 cあぺ 7三武装躍起:.;;1:，、とくに 1ゴンア制 jトーフン k にお

いて);~;' ラJ ドノへの政治活勤と切り離せな 1 ものと老えられてし込た

そのtr主主には、旬、吉U"biしf~-KH~のままで笹済丈/七;}:;)Jを発泌させ、そ 1 し l ょっ

ラ〆ド民肢の地位を高めていこうとずゐ|有限日アjJW，J山内考えがあ勺
J:H釜起つ中可1:されに以降i士、敗北語、と 11:i，缶、-}Ji惑が長延仁、長，=能人

ピド，
 

F
L
 
ア)い， ， 
、!一

ヤ有藍階級の|出Ii二干;，Vtr1i'J労働を住設する傾向が5どまっと}た

ドモフスキし士、 i的 iffl二7 寸に伝統的防;包+立を壮三;しており、武装峰起は

ヨ ~:h守 JJj;tt~ を欠く活動「段であると u 冶う;~;却を旦し， ，、いた。この万で、伎の山

ぬはー呈、「有機均労働 i を~+与する U'I 謂「月11fJt iJF: :と叫己r..";;;もるかじ見えるυ

ただし、「有 jえ的'j)約」渉推進する人々ごなる点~，i、役が独"宇土と閉[/)かっ現実

的なド主主〉してい λ 占にあった p

さムに、新しt，'lログラムiニ，Hい仁、 ド弓づスーγは、口:/!音声ヰー ラ、/ドだ

げな引 (¥1，院争i)) I 休とすること~":-~を dlH1 えたJ つまり、ブ :_Jノセン引ポーブ〆

;、やjj ソノアモ、ポーラ/ド())ノ己夜l 含める jいう不張ーとある。こうしたふ

1":をも八人々は、[市長 ランドヱ義者 レ卒下された wン T支配 Fにおかれ

-c J~，~荘、イャ法的な f:';;:i'{ì;';日政カー持されなか 1 たために、武扶蜂起;こよ〉てロシ γ

式til、Ji(S'3921斗;)98
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支配をtrf;}'1ーする、という前古き l土、ロシア;;8ポ ランドの政治活動L おいて、

当然の前提として問守され fいた。したがっし ，c.;'::Iブスキが 1-=仮Lた、 ，'" i 

ゾが車:-hへ進出-{h(，X~.イツに rl~ i仁される恐れが l高まるのだ刀ょう、それと~~;h ぐ

丈一めに口ンアを仮説さナずにR~iLL 、 U~ アト人jで府立ι八、ては ):ü}tしよう、

としベ!とえは、聞く J3l こ迷子U~ð、を与えたであろうー!こちかかわりず、ぞの'iア

リズムゆえに ド弓 Yスキグ〉全ポーブ〉ド;誌は工巳放if点目中1若えに支持者J

広めていた

lo9:;年(l) 我々のパ 1、')す子"'::<ムjが没示しれ思想J土、 |年間で民供述lりj

[!l りて主流となフ tc。そして、bI~~て主党は :;fj にロンアヲι ラ/ドを活動。〉
中心と仁、それにノ加支 ζpイツ和r;:t、 ブンドJや寸 スト lノア ~;I;Nーブン~とも

前致する}ぃ 1、 ドモブスヰの抱いごし汁 1醤~L\ が、何h:h: j::党の )J主 1- ~して公

にされと円である "そこにおけるE12、佐起乃 f、立て計二、行ポ ラン 的な士 (IJ

(!) Sjj昨日と、ぞれに対守る立t~'O)蛇大という -I-ï: ，$;(/)，!で、，)、されたものじ品コ

?九
I~- ， 

第ニ節 ポーランド人とは誰か

ドモ 77，.:-¥ーの思想における主itな特徴の一つは、「ヤボ ラ〆ド王義とI;HJ

れわ考えにあコfこ〆(j:-.j主のこおりである、これは、 :X.記帝伺じよってリ

かれた到J;'，般と、 F音域内格まとをjJji越し、ボ ランドJ1:.IJAの縞:台をは指ずとい

う l_~主であった企っF~c; /-ドキ託 は、 どの予見主&，j~:l;ーソ〆 1、こなるの刀、

ならないのう、品がパーランド民肢の構t¥(:員となるのか、またえb幻自治ヌの共

白を熱望寸ノjfS、思 しう、パトスの有忙の日j涯を、必然主Jにッ|さrHすものごあっ

た「そ Lて、，Je ラン~人や'1'-')ンドt:;校と v ったちのしり定我が必:~:となる

に作い、 ifl~()) ~-~-;主E宮、の j" 情づけ;こかんする問題が牛じるのは不石寸法であ Fたり

こみ!，t.:ー .J)、 ドEプス守の巴:tr:.ご内すする')アソズム、ロゴス[/)慣1:;向が、

:主力1;伎を f-i.わない政治的な出動を涯C-c5~!こを汁指す片いう方針 tこ丘町され

てt、ることにつ， ，ても、すでに 'f"べた これは、 Hl 世名荒汀ンアモ~，;，ν ラJ 卜

におい工手U;すなド椋とするfidi→1):(動とおり併せなかった口マ>i義的蜂現 i義

をttぢ!っなおかつ、ー!J 蜂起の主主圧{交じ優待己なった [11出芝司王」の唱える

前忠誠土義 にも以ヌ~''9一る、としうものであ "-

ニナしレJ づり階級には、 γtノズムと川卜 λつまり封拡j恥刻、¥rへの烹識との

，[，，;ムSi':5-3りli2397 :1421 
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共存がでてきれて lλるつこうし た共存;之、七三主義諸派や服従派的立埼にはA り

れないものであり、被(/)思想の.1:，tJ'(な山さあるとし Aえヨう。そこさ、こ山tiii-C

iょ、古tJ言、!モノス斗の也九日がもっリアリスムにι3 し、その，巴恕~~基礎となっ

ていω ト E フス県内民族主E を杵さえ、シC~:( おいて恨の l、イッ~!<.点前を号、析ず

るためク)削中二とすゐ 第五中に

-民族とはi向か

lö9~年に j主ポ ラン;評論¥， ，)月 5I1り)にお萩さZJL:l天守たの j}，': 'ト」

とt、う μ巳事に日， ，丸 、E ブスヰ(三ヰマーラン V1:'C'&モという主IIIが存(1'1る根拠

に》い三よ九べしいる J

我々は、ひ炉つの只扶である日主 的、 :':;~iTr分グ〉又主主である J二々ヱ

た乙、.Jl<;々 は、自 'Ij'-;'::.むが紙作されているという感覚を「パ♂ており

Jlj.~の集 l.:tJ 岩設を、 lI;jQl C) K ~j):; :':g r肯刊を :Nt'~_)ていゐのだから 干の民

践的精神は (設々が l 共自 7る同家が正統してvλ、数十世紀問を 1邑じ

ζ形成されとものごあり、〆い3内生存を〆}、めφ認争におけ今、 作成

である。干して、長UIとLてiア)成功、矢段。じf票J¥IcJかう熱主Jに討し ι

て、 i話Hi、する詰外国の{ム統とI"，:Jιれていぷと 1ミう!古川吉である I この
民bL的精神l土、JliEtl:の長い温も!を通じて形成された この氏怯u0精神

l土、 .1;，*史的土に、その存在と抗主主を ι~1じすゐための相!泌を~いだす口

I町らかに、「怪史的諸権利 とし 3うのは、 'I';Jりな C'思J'ではないし、

坦:包、l来なrたまりえョJともない そう、我々は一つのえ波とある、なゼ

なら、我々は共屈の感'I'['j-('結ばれどおり、共通の民族，t_L亡のE寺三

桔ばれているのだ J'1;) そして;Y....");， i.;:人各人が、.{7.fJを I"jj(.ニプF

!t"C'.. 'ないずれごあっ亡も、オーフンド人としとの立;れをす二?っよ qにな

る l いうr::; 1~に、共通の意思が市]けられているのだ市九。

J' フ/'1んであるか併かは、ポ フン Vw日を試すか、 W!!池が l' ヮン '--c

あふか a こいったヰ準によっ、判断:されるの fはなく、 rltlJ'Jnf吉神 グ)jし有に
ある、}慢は述べてし、る 見体H~\. ，? (土、ポ ラ〆ドl>Ç/J)~カさらされてし、る、諸民

族問グ】生{+疏守f';こE献「るかとうかに」、て社ま今 ~:)まり、{\:)/主の !lj忌の巨

町Jに貢出;"る感情が、ポーブ v ド民1%~O)斡成長を'比;める恭準こな"しいる， 2'，

式 til、Ji(S'3以)、斗;)9':;
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では、言詰ベコl'l\主:~血という/士、エスノ 吉E17的長i手l土、 んく主吋されてし"0、

か〉たの cあろッ士、 τ 主fj1¥: ，'? ソシド人の思想(l日出会')では、内封書1航

における日ーラ〉ド人のョ E訟の相迂につい、、次のような記述がある 1

ガリノイアlこ(土、日分たちを大変慢れだ，Jかいノンド人t!:.三E;;魚ずる

人々 均九ミる，)，f}生らは、ポーブ〉ドとの関係会、l;:;に ポーブシ、Tf千b

:~~ r-t-j ri1'1とし、ポーラ〆 l人に政:1-:'J)械や守えると vミっ止、そっし丈 5K

いものとしてのみJllえて、もる しかi_.n!i ~~ I止、 it害され、 4立も市要な
Eむ権干IJ を f~'5されたポ ラJ トについて、知ろう ν!:;.t 'υ また、とく

け口乙 γ 司1"ミーブ J ドじは 品しむ，;-，~ -/〆ドや0);-ら愛する人々がLミ

る J むLらのす人リイヲユ J ズムは、ポーラ〆ドト:践の約!上を J草:Jr.;YI'jj' 

なのであ '0υ 彼らは、刀 1)") .;'ア bこいる|下!なを、ほとん〆椛~_~ TI. 、る

とヮ1も4く、その坦虫;正、[苛')ソイ )'0)び づ〆ト人たちが1if~ 

序矛わしはいないカらである 。コJ

こニ CF~tミフ λ ギ l手、 ガリツィ fをJ也πν し|白機内労勃 を明言「る知識

人ゃ丈犯人た%を批判"つつ、 :U;時l二、rJゾア情ポーフンド 0)弐炎蜂起の伝統

に囚ペするノミドリてティスムを皮肉って L る ゾf リツィアの);~識人たちは、 fl:

出 J~'，::式年間〕、を仁)，め込]，1..、高温な主苧 l 立 t ソ丈化的発)Jt:.よいそ Lんでい心。

それは、他の分存H:にL弓るポ ラ〉ドへや、祝 されるべきポ ラ/"kで体内

延命か lっ 11 をそむけ、政治"了r;Jj~ト理出:こ泊客される危険今回治する、刊で与す{干な

怠I支ごある という記!:flJ仁ある l:th ビ、ポーランドRbt>5!lL~t_のためといっべ

It色分を掲げながムも、現実」つには敗北h 終わ rL こ円が声明な::;:\~装 ~11'起をい1， )'1 

返そうと寸る、熱狂的な;~ i' -)十-i~ズムの唱涜D'う lこが v て、 ドそっスキは

f合史~!~ともレとえる見方をし、 1}f らはさ 111:メJ に T~~ ~7 〆ドル区北ない、{たにおこっ

と L 、その机/L~-("抵抗か杭けることに年伸子泌め。人々 PあさJ と附にてぬ l 味や

躍し iている J 彼らは、1l!~の分割 i' 寸法刻印運命ぷ人只乙寸 ÚJ↑とした ll'\誌昨

il~への主主言に白 l-_-_~'0去を~tL"í、じ、そ二に臼 t--1 河!乙がま去れ込んでし ι ることを、 rモ

ワスキは !r，.~ (:取 ζいたのごはなかっ〉昔、 「悲しうには、い三ぶんか，止守、が

まじっていゐ といっ丈ペ 1，，) :' 1ス、ある l"(之、「げく二三じ(土、ある世の快

感がある」といっ炉プトウイデ寸ウスの指抗のよう;、 l純粋とぐ悲院というもグ】

iz存イ同ないハどのJうな持|院の111:こ弘、必ず て求心主11Qiが討さっている

'Je，)ムSi，:S.38vi2:l9S :1441 
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任かに武}:{蜂起は、ポ ランド10立と抑止￡の~Jfi':J だい λ 人義を福 ::f.C~， ;;:t"t:.

カ それは又吟~，/1' 'rJ認な-;il'TrTIi-¥".' ;tr;った}にもかかわ片す、蜂起 j-:_Aさたちは、

てすLを試み、段i乙L、以l再三%れなうーらも、操り返そうとする その::]!:trとlて

は、?ににあげナヲノ¥義もさふ二レなが人、マ i)わりシコラフタ仁王 りては、静起

を 1 ，し I引凶のために*it:tt を払う二とが日 L__~I均併の rf~ となっていゐ側主jがあう

たこともFJめ会t-'uそう'，'ったえ脈におし冶亡、 ~~ --，，:: '}スキ:ょ‘そ 1， !，;bIt;li呆にM

ずノム責 h ヰ負っ件;;-~ ランド1<吹 (1) 丈、めのパトスではなしこ~: ~y 丈Lドの長Jji

を吊し 1で;見き尽かし F干のであろハ

ドモブ人キ的出先尽iおいしは、ポーラ/ド民肢は 共通の意思 1 I二誌てコくも

のとそ三針、 :1的令共有するものと去れたυ 民族l円情神+Jt守する手法、 JX;t)c:+::

{t， O)よ r::; を I~Lf~6'~ ("~与え行動ずることが求dノられた。

しかし、成七、こ{土、 f ランド人と仕るべき人々とりわ~-;史又は、 f ラン

に民族こにての(_{~í-"ンヮ f プノを寺弘 Jv 'C l 、ないという事宅士、持はまた;ι し

プいたJ ド干 Yスコが王山王立とする、ムコ庄内居心、寸/司令11ぱヌ JるJU:J付与乙、現実U!:'# 

の ま1<，守家.?'~していなし、」段上J との間 ì ，:U 、んさなー了マフブがあうと この

問題ドつv、て、彼は、いまだ f ラ〉ドヘ ν しての良識をおとない農民，七九は、

経ノ[ギ)，、 ラ J ド人なのであり、民族意誌の建議を似じてdg;す民主}j{nて字体へと

成ι寸るというえl児をしずいる =これし土、潜存〆);~;'ーラ〉ド人という W;l:;去を

「日いること;よ Jて、民族としーの意識が実際lぷく昔 1えする R;If)J~ :"~おいて

も、 F ラシド弐肢の与/与を確保ずるためのf丹波であ勺 J c nj 

第三節 リアリストの例年革命

思し I が ~)-rロシアの哀退を lらたらしたい露戦中の展閣は、ロシア (j; 凶支妃

にあ 1て独立J命〕討にかかわる人々の思考に、強いt[;特や iJえずにはいなかたυ

p 壬プスキもま之、 ;~-JI~一二人況の品、化にlJ !.，て茂も脱い忌尼子示し丈 人であっ

七が、他ぢで希マピコ観測はl試しく辺 tアられ、4 の作治なゴ、考をたうこ ι;まな1)'-:) 

，、
k ハ

有1点での緊リにグ)I~--"J まけと 8 Jt(~戦争材発およびそのj~肢にた町 Kil におし、て、 f庄

。〕政治3')1，;アリスム(土初めて明日町「発fみされた 圧倒的な)J;，~持つ i された口

シ l'~百二討が|今札;:' r~ 憾におそわれミなか、 -+JU己初則乃 lj T リストの司に~~~

じたト11罪情勢、 とりわけボーフシドをとりまく情勢はいか士る勺のであったろ

式til、Ji(S'3881斗;)94
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うか口

J~， でほ、 rc路校争にMして jと販され、 +ω4年f-i月に主ーがされたたそアス
今の論品から、彼が状況のヰ貨をいかなるものとして法識し ζい七ωか、また、

そこに衣tH-JーノトIP~:乃思想的特肢をみてみ主つ

戦争rコ勃琵したその|除問かム、投々は皆JF~IT::~誌のうちに、太平l-l'し

の'fl'}3!~1)\ 満刈号、有J鮮にいっ，'"'_1 キゾテイソクなド々で最 Jょ起こった

この引いが、我々民族の運命っこ干大なが棋を及 ~;y さ 9 :'こは'，'な v こと

を、叫出よるという 4JF(三感じていたのであった。とはし Aえ、法然と

現時間グ)1L:大伴者了認前:するのみに ζ どま〉ているわけにはしづ、ない J

政治的な忍与を怖か-1;る必要がある この較でlに1'()を期待十、きかを

JHë司ヂるため/::けでとぐく、告出主幻想子、 ;~;1::#. ~併合1ç恕の371主;泊

げてしまわないために 2

r7ルン γワからJ主く シベ)了を越えλ烹のよ止でで起つん戦'{Iは、しかL、

その治国1"ヲ陪絶(もかかわりす、口シ何百-t ランドグ〕政治活岳~'jえたちにとっ

て私めと重大な意味を持〆ていた。約殺で日平に以北 L た工字削権心。川主成カ D~

まると、とけわけ主;)r~0) I削では、この戦争に汁ノドが溶〆]すれば、 Tマシアで革命

が芯るかも LJιなし!という開;待が而まっ工 ピヴスツキらホーラ〆ト?十 i~~

I !~'+ι のW，力 L よる武災蜂起をも相川!} (:いれ、ロンア，':nFt(をt~-ii:lj ~J る円:[出， ~ ，-私、

を現d大に市tJ)かし始めて ν、f二J F じ〉目指~，より*':1 ;-)ヶ月平い19U4年 i月には、 五;こ

卜jぎ2:の μ ウ λ ヅ iーやヴノトルド岨ゴ/ )，コ テルコ;， -'7イチ iWiuul

](j(;l-;o Nλrkic、山ic:c， :両社 l らが、"本ィL外ノ(~使古市一対して、日本平山におけ

る ~N~-- -7 ンド人記F求心tl日誌や、口 J ア軍に後見された;]~'---')ンド人兵一上を動員

し亡の工f'Iについ、、提菜するごとを決定じていた}ヲ

LかL、けンマ唱':ミーラ/ド[，-~おけどJ 武装蜂起と 1:-tz'，庄の攻撃とのムム撃ち

L ょっで巳口ご/ア市およびロン ?jう(I{ずに打撃をうえるしいう考ミは、た!v(ロ

ン7がr1I:京での戦乍 iよコしね守を受けているさ中であるとし ιう制際状況の変

化，:':i':けば 孜|〆こ弾Jjに終わ/ノム二 円引とた(民必 4年j のそれと不信(j;jに1;;1

じである}ド Eブスキははていた J 耕民おし口ごn::，マ政'{Jが打撃タ交けるや

行や、[ 午前にはロンアを ~g/0 ぎなさん回 L みなしてし三人々の多くが、 ロ

シ7を{fu:i'; ~~じめし j おり、 またも式投目玉起と u寸 往年dJ111症をせず〉出そう

:1:，;ムSi，:S.38ii2:l93 ~14Gj 



叶1Eノ ト

どしムそれによゐ的立という ~I 同友喝な悲府にidLれかけている それがむの

佐l洪ご品 J、また望台を合む批判H:発する司~J¥-;:あ yた、 4

1也りで、一日除むの'}と故後、"シア組，)Cーラン:'~(お}てiニ、もはや反政情

的な政治 J古勤いかかわろう(1.-~な、三|民主派」が;耳勢手あ J 庁、: ，j~i;tィ，"の人々

ち1 口ン7'1了II平に以j仁村'-:.i、ロシ γ政府 l土、え]政:おいて出~に弁J L }斗

h品、

ど厳しし政治を制止もすることがで弐なくなり、妥協議今いしごくるであろう、

~期待!〆て ν け九ぞれがモJ)1するならば、 M も、 f巴二首会円して~"汗に反 jJγ ゐ

必要はない J 円ら武装11起で血を流しとり、非合Uヘの抵抗運重工tこ，1を投ヒト :'-1

せずとも、:1露戦乍の終結を待ってさえし Aれlf、間然ク)恩恵(ニ与れるのではな

いか、とイ皮らが考主主とし C弘不思議lよなかった

こへ Lた、 ITi入札るべく苫労したり 1":_~j 1..りせ「乙も、熟Ll.栄rだのよう

に、りとりでに1恰'J二円相から佐ιl<る」果報を引っ円みれ姿勢を止当化よる

ことに -~t ~~て、 ド弓フスキは 片方久山一二L '{、 7レギ~-という向山、う、 l コ、↓ヰ 4 を fJ2

[工いる J ちし、波りのいつ 4う仁、1:1シ-Yíl丸山の I1 づCI':~な軟化に同(J': ij .， =+ 

ばEえっ'~_' ;lKfJ~ ~ c l.， 守土i]-るなら、 ワの/1-，f;-ì 守:4-~(7)姿に類i~ :::.札るポーラン ι、j勺族

は、全体\1)活力を 5~めるであろう さら l 、山政n~r~:化μ対ずる!明n"(n高まり

にもかかわらず 抗争の後;ニイても交わらなかη たりどうなるのわハ H蜂起が

見せに5!:::__t'!.といお夢カ y，)滅i二終わったとき、人ノrが恥気力 fごとらわれたのとInJ

1示、丹、口もまた、 l弘政ゴ主'i'とし 1う男 JTl立政ムれるのとはないか そLて、その

後には、'j:~.ネ的な白川、として 幻滅ーや--'信の喪失」が持されるだけではな

い治、と問} 1Tttこと .c 不足争勃発からこれまでにぶされた、これら山'1'
ラン|寸一会的反止、は、 n~，是起の敗ザじ 4 もたらした極ゐな凶ま峰たなし "l__hA:主

ード式しへのf，;緩や、まト 当幹担?をf刀|服従派」が示Lf 政治l/I~;J\ 対すL徹底

Lたt父fJさと， ，う、両他的延長であった~

では、ド弓 7ス共行 J:;j'~よ との。ううム方策ふとノ")~)としてレとた r コヴ￡ろっかυ

口ご/ア国家;正、対外的な力ャ回以jでの住力を失えば、Q:l¥.(.対する

[専制干:;iJ: ; 安対的維持にィ、泌を E~かざるを得たく!:;.り、アンアで利

鞘にl住lelすればするはど、手足々をAjH殺するための中心、合洋行する力争

射的ゐであろう j也 fj 、 I~々は、 r::; ンア|ポ主からの攻撃を撃退し、よ〈

肢の生与の/こめに必lと主:ものを手bこ入れるこレができるよ λ; なるで

あろう。"

式 til、Ji(S'3以))斗;)92
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ここでの絞り回|制肯保守市lは、ほほょ述引 r8Qj，二;):Uのものと重なっている口

ただ L、大きく到な~~ているのは、区して望ましし A定化号待つのさは士く こ

れをuシア|斗永か九受け亡さ七抑Fを退ける|時収とJ記え、，:;"拝伐にポーラン

ドj主朕のイチ流;，.:.，e要な政ιつ崎主'，1'1を?4Lえ主つ〉いう、なt最前けt況をチ γン人に
変えよ λとする税「、でめる「

また、辺氏え L'位、およびぞの地下記協でJみる fてAおáifJ去は、「戦争がI~f: まった

ときから、y寸ンアの;寸内状況がtペ改iト斗l'ょうて定↑羽一みにせよ、それによっ

て対ボ ヲン i 政治が大さ<:4:わるとい J た沿六な期待は1~たず、 'u ンアの

凶問状 υハ法的ごと変 iヒを事~1)苅とサる期待ゃ1ri年に，ムιされ争Hζ官nl..-T
， iごu か vパニ U シγ政IHがい.J1cft ~，: :.Yi -=F i))安仕事:1)日ズ 1 も、それだけでは、内分

たちの三むよ 1 な、ゴトラノドh:疾cγ| 有維持(は~~ ~j ごめゐ、としう認;誌

があったρl 日 f/fì;三」にはそれがーほ肝できていない、~~引主~i考えていたのであλ

') ，0 

U シアiC<f訂;土「品;争0;1長:，-f~~ や「ワ λ る l だろっ、 :t!1，誌に人っか、それとも

引のもっと/トガL後な改 r干であろうか、あるl.'， H~1 き続き正行のijJl) 111:を ~fflj二干して、

jlA (，';を ~"--c~.k \ グ】だろうか」と問う|服/世;';f(J の思考主主式:ム 弓時i@í~長引)年

|己lかけと;t;われた、政治的な主動作tcn哀れであっI:cそれは、自己のiill命に汁

する依力 ~(iぅ現れであり、「常に政lFiiこ京極的な投手~'; ~~芯めて I 1まうことにな

る、とドモソ八干は批判宇{)"お

ただし、うら佼く敗戦の結来、ロシ7政府が回;寄与社会および居内において権

岐を失う、としづ展望につしゐては、「これは、多少は当た i そ 7な官測士ととい

うιのではないリ主主れちない事突なのだ|こ iて卜J:<iii:Y7';--;している ただ l、
r-/.ナず つの'ji'丈から、それい見合わないほタW-;.JRL t続諸を j):さh-'iすのは大
きなぷいであろう l とし、長械を避 ~} -(1.，ιゐc

uシア，](1付のす芝公という すÎ-J~ を7LZJ前1りつも、そこかニ有利な状況を辿

大:.-~ ri-ア↑而寸ものやド Eプス守 IJ:慎重に同逃!，l、 |ボ ill~l< ~見守ポーラン日社会

党右レ¥ポ ランド人 Cr)政;口活動家主団(してJ て、成付の域肢の良え~つ財政fι

絞!という支配訟の育法i土、 -，':~_YHL亡好都千f なY川兄|に iむと主ら右ごかった。 しか

し、 ~r1号;山古ぱ bコ:1':，? (1)'f J討や言1':>需をと yて"ミ ζl士、 JfJ.;r'J'にとっとァ分な対子h

省!なるこ jはできなし いJら出まりた!はいえ、 相対j':](."~ムれ ~JE!z/T (r) 

刀 l:i、なお fす;λきいことが悶っかに止るであろうJ，';'屈と、，，1'ぷなさj民族

りなカ!の史に 古:~(\r;動家内少れ毛主刊とでは、令く#，1撲が涼っ亡おり、いわんや

:1，，;ムSi':5-3，三九i2:l9 :14ol 
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武力にぷえるりだと -1-"hU:、その力の走はんV然としてい J cbj 

そ 1，__'Cイ度'iv-、ロンア政肘を仇戒する官僚気回に著p~-- にいる U たこえ市立争の

結果がこうであれ、 r'"~税同 'Íi:たちが、 1'1添付件、に苛たなェ命令吹さ込むという

叶崎のrめがけh 、そのl'八な権力を同九日祈念 T，bな('-"';-， ;む考えい1しず、彼

らが政府の巨大な栴})を保持ずる lーとに変化はない、とぬl王子1到してv、たー

さらに、政I{.f(i~察，tを 1) 全股が~.<h H::L、まよ¥主主人かつ守iiJJC(:Jな活

動をもy大Lヒロシ?の以対派の機関紙の機苅1に亘ん日指紋による

と、し ιまベヘタト政における敵J::'j :司政における散との車止し '1二子練れた

ブし 1-)" の方カ クUパトヰ J よi){) dr;ミu¥i¥ l〆ているのだとい
ハ lハl
ノ

開校にヰたヮ1は、外交 心〉要ι日もさる F とながり、 司1)，"叉;'1¥(こ付ける対，;

がイ下}t~ 1て'，'た}すで仁、 1903年芯月14Fにウイ デが鮮1モメれ、 Q月仁l土

斗常を議長と L、ブレ !ゾコ 5七百;Jぷ長とする陸草委員会がlt笠5'7，Lt:" 10日;

之、日除土義的な情黙を II~，'<-ゐ rア{テの成政、ペゾヲラ ゾフがそのメンベ

l 八一「九
ふ Jんニ

ブレーゾ川土、 F革命ぞおヨパるには、小ιなl陸相jに終わる戦争がわれわれに
は必褒バJ!述べ-t:"J:.いわれ亡いる， LかL、それはク U}¥午ンから問いf

ウ(プテが吉 3留めたもので、での2'1をには、プL ヴJ に戦争占任を長ゎ廿

ょうとい λ意向があ〉たとされる。 プレーヴェが日，員十 ~.!ilr; なペゾブラーヅフ

によ!Í ----j~， 、だのは、ワ〆ッテを治} ちとすためでめったとされる ，" 

Lかし 戸内政治においご日発な収いぶりを見せてし./ブレ ρ ，ザ ー古川
ノ川、，_V.! 

コ合5)(.'/)、ら ヵ):ιたたなし-.1C)(}lイr7'リラS1、ベザ !lプルク:おいて、エスエル
';~;;;~胡 rl 斗、ノーノ Y により同殺される E路料争l土、 uンアネl会からの人気が

極めて↑えい戦争で品った!!シア|刊内の反政府政治活動家は、戦争批判手強

めてお" このタこはJ人く主主ェ日さ 1)~た 1:，

Yレ 可ょの死絞、新I~惜とし七ピョ トル・スヴ寸トポ}~ク ミルス干 j-~ 

慢が任命きれ l;'l:.，:立政政0)依認やツァ からとけつけ、、「同IIIL長汗の存!と

よばれる|時是正が到来する そへ:./t.二tA'主は、この論説がさかれ丈時門的 γ}ンア

の状況かムでも、ある在院予想、がiiT能だ Jたのであλ う

しかに、戦後;ニf:';Ci{J下専の己主ιが行われるにしても、 それは表出50なみ差"，1'¥[

式til、Ji(S'3841斗;)90
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こiBY-'ヘロシア祉会と政府ない，__'Tl告青年:':"1との!羽係が校本町改めムれるこ
一一、一二，-山川ーマとはない、 こ i吋ノノ、ャγuミホ'lF三r:! ~_ l V '匂

、ソア '}品、他 l 主主;~:yトの桁果がぶ「マ足:こ終わっ?上告台、 ~Rに対して

日ら12協ITk授をとり始め、 l 当かつ他めて穏健なj，1;Zらのl立京l可を傾

けるようになる、と子J断するほ，;jiはいJもな 1.，，，ι i幻{fi立、し1民をitids凡

しうける主的に、組 fこな 1)心干jする紋然と LたJJドJいう役刈ヲト出|〆

たがっ亡し ， /OJ 

"二枢ましいjl":'q"主;力にかたしたそスケワグYIT僚耳こ1'1'1いム敗戦のシヨソクで一

等的に!)-~墜し と同家。〉権威が田保すれば、王び J，1~，制全強めるごあろう c そこで、

i入J，xi下政治活批をおこなうグル プがとるべきノ J 封~li 、当杭そう L たは府の民

煮を丸J左手、ぞれにlj，いまるこ=である、こ伎はでilftするぐ マし亡、それだけ

仁満}J~ せす、、グ)状t止を和Jj-~i lj 'C :L:"， rU の去勢，字社~，t<:':S(-: 後ィメせるごとが必ま

である、と訴えるの

実認と 政:-H が戦"(，かり恨めて衰弱した jに態 -C'lWxj~-9 るこ三[手間"か

ごあるリ 1tt~土、 ft々 券会め、政府こ戦うているあらゆる集:-jjにとって、

刊誌道f二は極め C容誌になノえハなぜなら、政f什の絶対よJなカシいう

出出な墜に、対外喝な取すじが、続手にがなりの出Jι日をへh亡くれた

のだから c -f~々の"了ぢIjV氏詐(j;j市立いの i 壌は、並外れて!I円以になると

あJ、うリ L詰U 、最〆ぺJ入5主"ffJ~ してオ二《が、記之i引伊代々を作っているの

は、正'1り入れ「はなく 政1;すの給軌を引きユムき 日月'Jのfア抱を開盆γ

るとし ιう、何班かつ柄 }J前なイi事であるーつい艮五三で、ロンア政不7

の怯J)(二j了Ji，するのは〆シコ Jォスじ)-i~i: f.土てある、と多くのへが考え

てνけ。 q(;(t)(i、口ノ!'(!)建造物の主主会 1っと氾つめ、こうギて丈。

一つ コ乃治'/!.}{(J-Lっか iJとは杓らjz-;-(r!るfろ)，;九

子しご絞らJt結五さととむに符告。Aどレご

点y士;o、品、:.，)4スベていぶかのよ 7f、 tft品:l:'らのfJ't1'#事すことは

さ、し I ;_'.' 

ロンア J!(刷の衰民という事実を民大司耐ü!♂てはいけないと 1'~:':fJTt 'たい弓プス

:[，，;ムSi，:S.383i2:l8D :1，01 
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ヰt'，ヲ/カ¥政治的変革を辺こし与る絶好の際会が到米しつつある」とは、恨

むd.，'Zいた。[読千枚争(1)f:j:jl: 1:1:、氏し L倒すことがCきないはずだった倍刀の

壁i 、1--1シアdzfJが，--，られも込んだ慢しあり、号こ i とさだ/ト主か丸山 I~J ~j手 l土、

刻;立運動のうで1攻口しなふかも Lれなか}汗ベ立会主義者?ち h土、 ワ?引っ入》ト

"在を、自力たらじっ武45蜂起によってブじまにすr-tj !1i止ると信こでいた「他h、Ili 
従/:~の人々は入口たひびからいく;ょくカの l，zt:*'がこぼれてくることふ烈待し、

監U)川予たわず"てやいた これ[，-~汁して、 ドモプス可は、色刀ずつでもそのひ

びを広げ巳対ボ ラシ;，'政訟を民一化さ士子、巨治をうえさ寸ど'!立筋を君主;っ

けし"'こうとしてし'7:ニ。

11~は、ちらに、ポーフシド民事くれ|勺却にある材、々な Jfl;Y-r Y;'T杭グループの 杓

を技大|混にi.L;(rて」、統 :'J'JなJ-f芸むを形I立Lよlcl~ 訴えている〔おそらく念日両

にあったのは、 戸 ラン〉十1:::、党を中」、，~ '9 る /γ~)長諸長己主であろう υ これより

本ヲ メ iJjえi二、 E本政If.Jへの:kt;Ji¥をめぐぺ亡、彼と?とウスソ弓ら，1' ア:> ~.-t士

会党(l)メンパーとは激 l く対 ，'jーよる それや見直してか、 !、干アスペが政党問

でのrZ見統 を!叫っ~ 1. ' )"，禄[がつかがわれ川、!-p-{:i::t二い

政府ワー版文してくる己主主が、交官f(l~なものにシとまるのどとすれば、そ;hk

代わる当主としてポ ラ〆 l 人の側からj立すみ的に安求吉小〆ていくとい与のが、

伐の探ろうと 1てLマー交が長折:l-C'あったl しかも、それらの土~:31{:i上、ボーラユ

ド j互換;のぺ-:-N;~ ，~:勺て小 hJ フえなもののをEぷであると同時に、政 Vf\-~ <'ってb埋

f科FTfi宇なものでなくてはならなカιったっ rli' 」こで、わいH-べさ散としてではな

く令交亦すへ(~政tj" :i吉と L':: 11ンア正之町をう品ν てし AるJ二、で、 j止のすl副主干|会十

義諸派と異なっている J 彼氏の相;，]1むな)J関係 t~ :ì亘 f8 な J とらえるなら、それ

lzむLろ二i免えの見方であっIFn

それぞ":~U三小さな拶ノ)Iこすさない，g-'Jンド人政が活動永の集H1が、ワンア

帝国と父涼しうるまれソウ場やJffj与するには、語版J己資が一致Lなくてはなら

なL、。それにbl点、 rこうし丈作戦が苅択的であみ手めには、先止条{-'j-:に大木がjな
ものでなくてはなムな v、 我々は}七)こ立つで、人民をlH'jから述hll1し、啓茨

し、組織 νなければなろな t、|と νて、大衆的支持を作る必主 1をド弓ブスエ

(j:];主羽仁て vミる"ぷ

たんじ大衆を動員するだけでな¥ 口シア政府との草見v'(/i意味を、{史ら自身

の司~] ~:て感じ取っ寸、珂mさわム必廷 ;r;'去る、~~引主 ~iヱ~tずる J 農村労働

J号、二L場'J:d'拘宇;を間わず、「民万"的民軍l)rJヘ(1)目散をfEすここは、大1'.:1:ポ---j 

式 til、Ji(S'3821斗;)6'三
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J トK肢の 日へと、将 jéの回民へと ~:L;;'::-9 るアロヒス;ほかならなかった。

この論説の結びにお ν、ご 1t:i~立、 [.fえ々を待う山 l立、芸11や主主な股~ff}~r"Zは

なく、戦C'と任務と島ゐ;、 どからこで、三;t-~有、 LI う?とちの}J拝、諸政見;0')技

量かっ取ふl足りないほ十廷のr;x:，;組みへし分散さ什てしまわ f 共通町大見/十r~

な fl~宰に fJ を ì_-1:~'):.!むことこそが 諸政克の義務ごあると v て、;y .---"):-1'-t: 

I:iとしてのlitl杭と絞ーをfi;;x.亡し ιふ1:11

口ノ T 市政の婦らぎが現実のもの l たりつつあったt}~?兄で、 l' 本こ l品りして

の式主主 ~!t"起を百十両す斗苅 ìJI~の積椋自~1J段上義7Tた土も、またロシ f"J.2'xJfずの円発

抗争え]政改革が民主的なロシアヒナ5えをもたら 4 と期待 j る r-I;~i1;U:え I ニ ι も、

それぞれのi--:;}~引ここ 'j i られて L たしそう1.-1二一種の品料:~~カ広主る中にあっ

て、 ドモフス士の示した悩勢 ~r{.T {.提案は、同侠の絞 Jい与、やはり 〆:コび〕

押I;*;:引を ;~S~ きつつも、なおィ ;-/1散争政治的>1ア j ズム;こ扶j匙付~-;られてし>/:炉いっ

工よ， ，であろうハ

第五章 未成立国家の外交構想

一一[ドイツ、ロシアそしてポーランド閤題]在中心に一一

ドモフスキi土、十九世紀半から、ポ う/ド不:1¥_:1を極めて現実的な設住とj，'i

r- -C\.~189J--lf 江主ド宅 f庄はヂンピノキ 1の罰で、次のょっな対話tミてし;-，~ 

b記し てし、--::.1ハ

「あなたはパーランドo")j!ku.存'L、からEどんといま寸カワ|こうマモノ

スキ告さはjっ〉

|勿論、担んでし iまずーl デンピアキは主主えた。

[":"は、あなたは f~.ずになりたいですかっ

[1")になる、と l'つ」

|だから、独立Lたポ ランドで、 いうい 7役割jを果たしプーいでず

シ、り

こうじたドド w 寸土、「そ~なこと一度も与えヂこ lがなかうた ヂンピツキを、ひ

ど〈 fjtか十た 圏;2;-1るデンピ/:tに士Jc亡、 モフス午:ュ続けてロぐと

，[，，;ムSi，:S.38li2:l87 ~lS2 j 
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|夜、だ勺たム

Cすね01

ヨー主主ま Lいりは、 ワルシ々ワゲ〉袋内総T;"T~ ごとること

r? ? 1 

IIIl平間 F、 ] 口 yパ式の生活を人々に玖えるの「す<吉t望C:J:正然

とした山、 ;)，，----"jンドの首都J二十;;!iJt、LぃT'Jに jるでしょう c モスカレ

!立、ワyレンヤワを=植民'rh.のr1都 にし ζしまったんだから、出来る

だけ速やかに、述中心担問心 r7}G ン γ7 から主いたらね~Jならないの

です一 さあ、あなれだ，)たらど7しま T刀、)J 

i+}1支払1われし、ヮーンピ Yベーは、 iX芸文しと!ま J)t二υ それにかn亡、 対弓フス
キはこ λ反応Lんとしう

「品あ tあなたた乃はlif同じだハ感情ではも¥lI:を切に中みながら、 三L
、一

ナ， (，-J~J する i主 f0!が~，:. <で瓦て¥'なし…5:1;立ポ ランド!は、大 l-~J~ や J~~主

ifi1己流、さとを千 i区長、外交官等々が必要じなるということを、あな plIA

ιのう f-:;~tトも1;え亡し 1 三い{件目かり専門3えを ~íげして〈るわけでも~~

し、でしふうに， ，ちりゆるJiJィ、;こ備えて、干 4たら(/)-:廿ito)つらに、ごれ

らの任務の半慨をしておかねばならなし Aのです j

これを戸いたテ〆ピツヰ l止、山ううのは円前に|刃;しいJ阜、l'~ウ皮肉したかの

ように感とたという。 流か:こ、「その己均九、っか来る jとは円、〆}ていたものの、

LJ j]'- も友人たちも、!モ Fλ 内がJ可，j託した現実としての1!~LÚ:につい、、令く考

えていなかっナこえに気づかされ?、しl口l怒している υ

またドモフスんは、[乏い て 7ンドITk治と凶京ク〉1卜i主 (1 o2~lr-) におし 2

ど;にのぷうないLピノーマを寄して:，.-'る すなわち、「ド fソ、 nシ i そしご*ー

ラ/ド附起 が手主主主された率、需主l早いララクプの投授の 人は、「ドモプス可

1日立、月号がベテルフルクのホーヲン下・汁 ク<vの代子とであゐ二 ιを忘れ、

ポ ラ〆ド外十己、こ云ったっそ〉り~. v、る と述べたと 1ぺ!こ 4 これはおそらく、

lトl忠誠 設のτ;)1&か旨なえれた批判じあろう J そのi見t!からは、一j、ーフン i' • 

ザ クノvU)代表は、;:1~/ T組'1ー ラシド暮ら jボ うシドへの1<H宇代表たる

べき fあるにもかかわ九「、あたかも社i.Li;:'H]訴であるかのよう、こ、将点的t'

づンド司家ν庁、交情イケ、吉小出にも日?じているーとへの批判であ}た」

式 til、Ji(S'38u)斗ゴ反i



|玉 þê珂柑立のパトス iレロプス:~二)

ト七ワスベは、こうした批判にふlして、|もし、それが(ボ ランド ，c ク

ルグ')1\~i;:-c.;' あるというで7ぬの〕矢念:であハたと寸れば、 l旺に 190
C

i 芹に、 14はそ

っし七尖:念をしっJノ、 :---'Jー?に臨んビいたことになる 不ーラシド τーク

ル代表寺の上要な包材 l卒、[公式 I，，~:本来t']f手伝していないポ ランド外務んE

(7)杭務を呆たすここでめる、と私lzEi、っていた。そし h 、か'7/ドiTi速を可

能性としてだけでなく、不可法的なものであ?八しかもそう涼しミEのこととは

ないと伴抗している人目j にとって、それt~外的見 )Jなこありf与なかコたーと士、

じてし 1る

'b t" f&に、 トモフスキ/){ ----. .IID:引外交日与を、にこれは未だ成¥，'してし A 乞いポ ラ

ンド [C;I家，~とコ亡の外交ておだ〉た 0)"(もあるが、すと l こ 19~;'iとに汚主 kげといた

Lいう事実がなければ、'"こ)Lた回犯は、白ム C})1'"-見の7吋止さが豆史によぺ

仁志司ilされたことを、いわIJ 佼担山h レLて強調したもれとt々されてしまう

かもしれな-"'"しかじíJ~(i 、 ドイヴ、口シγそし-c::J; ーフン:'~~年九にお-"- 、

|日深津勢へc吋札、洞察力主 XJ、L、そii，)基づして考え抜かれたポ ランに政位

をJhじてL る そして 1011(lij代0)ポ ラント?問題の司際外交的な状況認識;

某っき、 民しと7iil竹l百判析に Lだが 2ご栴認し、 1;重jJ~ょうど L ごいたよと

を、 ~JC (，1A 耳えるてとがで 3 る、"

第節 誰を敵とするのか

ドコフスキの昔注におし A 亡、 r，:>アとドイツという 大i司にどう対応 jる刀、

という点が盛んに論じられるよ λになっとのは、ブuグラム変史¥と附かう

[問!I午代後干小九i令コ()ff-{¥初頭打こ}であ-'/ 

fj~ え!王、従が編集を 1 ，うていた l やポー :;/1 訂石市 i 紙上、は、!り口3(1じ I ト

グyとJl.(.=u手アに汁lirするのか、それとも uシアとん;こ Vノ yに対抗するの

か! としうん、出I選択の前【主治首長「舟されているつ

ドイ yと共じ|設いは[口〆アと共に|という以がらこ谷えは告し

よれム以外に第三の対択肢}よ告にいへなぜなら、 +tープ J ドにと Jい、対

も l戸当なるえのひとコ l土、「ドイツじも~:1ノアじもぬらずド、むし λ独

力で|山1j-'7キにだttC9L るJ いうものだが、これは、〕かし、あと場合;

お v、て e 前者ある"は役者:':.J車i'iを市 l〆入れる必要性を排除じないか

:1，，;ムSi，:S.37vi2:l8S :1"1 
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し叶コ(己[ ピノツあるいはU シアと辿令することが 主以 的:二 t~: すミれてし込

丈の;"7，jろ 汗 これは、Y;'丈人〉ち人かの国家機構に取り込ま九九|で、ボ

三、 l去して をcク)日H-iあるいは白 Iをitt手しよう三いう#えであ}た 当

然、とちらにイ取り払まれる F となく。 ホーフ/いが汁IJむ10:立[1]家となる可

能吐も寸A之されてはいる しかじ、その陀にも、 ri'1台Ji いう形でとも九か-
Eの方を位りなければ、国各<:，~:て成立 fω こ Ll土 ill !fii'ごあ Fろうとし 寸昔i:に

ぬ ι たニ三什、が示されているハそう ν た:rlJJ:;'!L~'j /~、 e!'!， ó~ と、それでもなお1虫、 F を巨

j引〆たしという願望とが、 ジiンマ なと主九一むL たυ つまり a ポーブンピを政

治単j.'，と L ご主~ ;'rさせよ与 2する志向/:， : 連介 "いベネのも 2で従!了!をギリJ

遊と]'-;~) 1::2， 

した íJ、つ丸、この時期にドコフスヰカロンγ や p イツ~ 0; 1場係を Mなしたえr-~_t ' 

l正、持、ーラ LドがiIい"した(あゐいはその→L_!-:c:-I;'古か得た 1 場企仁+tえ
るわj外的|ンレ〆?Jへのわj，立与をl品じ、びごlよ紋1民自の外交場沼を不才こ t

にあった てれが最も~，J2苫に示さ rしているのが、「ドイァ、口シ F そ L ご2ド ラ

〆ド刊誌11 (1908年J である U

現に主主 市:二rjい亡，fしく論じたょっ t示、 S臼3年の r]2々 川パト;lティス
ム，~:;tJ~て、口 -:-I 人はポ ラン ;"i十-f:;の1Iゴl入!)Jムみ、 Uシバニを押し進

める散と J てよ!哉されていた口て L て、口 ~T を、ポ ラ〉ド尺ij]i いう生物

伏、の肉体か持寺川片山寸る いまそこにあるPlまな暴力と〕に、共休IJiな事例

をl"1ノ示し、その"1ヰミをJ古いてv"たr ての|夜、 N モノ 7，~う;~;~主峰芯ふ批判 L

1...1翌日の つは、その非現実性にあっナハロンアの力は強大であり、 ~H討を銭

lγ ずるの~，，:，: IノJな軍事ノJを備え、 ト 1 /'ド[刊に矧ffJLてvミるのだか 、控乙4

iよ独立と ν う:--1:切に躍しU.:jに手段ぞはない、というのてある ぞ L.C、マ弓 Yス

ヰは什;:-:;[]".]タ一行 f二丈去に見'1り、 j勺絞Ini-+'u)/[A::，;t.え土しという惜l叶で;-)-;ーラ/

戸のi者かヌば:持泌を提之、ロン 7人しつ尽力炉を恐れつつも、主化問ゃ;:J'治両で

は!Jf ランド人ぴ)}nが上だととえ、ワンア人を持制 1.--'(いたν':;

これに対し 19Uリ年同【1 でのドヰ叶スキ(/)ロシア観ず;土、持1.1~í> な jJ 刀をfI現

rると仁ての』文化的な q:-7人「討する、単なる峠岩や己流l志Pけでなく、

此治1[;需としてのロiンア'iIJ国のr克状を見市めようと]-2b悦なが、可[韮lされて

，.-，る，~:4i1890't-1tグ〉ド司プス干の汽イ下とJ!'ハ、れ(工、口シ〆C)qI (!)オトフンド、と

式 til、Ji(S'3781斗;)64
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いうィ::~j:::Jr' t-， 、 ドイツどロシアJd夫まれたボ ランド、と v、う祝日!}¥内主人大が

めり、 1908戸の代以n~.c'iわる『ドイソ、 17 〆アそ L'r;F ソシド間話1Jノ 宗
本的枠組みの-n-:~J去とみゐことができさ

手くに、 1庄のドイ;'ÍÍ'~をみゐ Y 、 ドモフスネ!之、え.;;引己されていないJ.~ '."う d凸

でロン γを蔑柑すゐ 〆lJ、ド{、ゾ:九lしては、その文化的安I立を認めており、

ポーサンドのよ王，1JJa宇ふ[司:じしつる手民い民恥とし ζ畏怖L子学戒Lつつ、政窓会

ジ、っていたことがわかる こみした対校的 tH::ó<;な慢犯行T析に~じて、此凶活

草i)J泊i戎(.~てのロン 7領ポいうン vを、彼は弔問白してし I た J ポ ラシマ人を同

:じしえないワンア人的支持己 i ク)んが、優れたドイツ人ク)支配， Jりも、長旅と

しc0)円立を獲得，やすいと考主たためであった f出土、口>-(といろ防御m-

の'1'で、 ブ~-] fiセニを'1'，::、kずる!、 j ヅ(T)経済的ひいては丈化的ま J 三五事的Jit

メi 備えぷうと r/0 考えを t-，i:~) ぐいた

また、 1903〆t-'{けのノ'j'~:;;i ドイツと口シγι汁ヲる:，々のすJ品jにおいては、

口手 7 ある':土ドイソを恨控uな\続生することが非自U:'~t、また、「ドイソの11:

mは(¥4らかに、よ記々 刀概して思って vミるよりもんさく、そ才しに直出しょ:小言、ゆ
えιロユ戸のJ白j;[1司王子込みにしと思う人々の多え 7)'考え Cいるよハも、合)，j

I\'.~ 大主い J としT ドイツがもたら寸危険に討する ztF訟の低さ;こ枇乙が俗世，~

3ら仁、 !イヅの側からは、 ドイソ人が~;1;'ーラ J ドのff，Ux刊のJN:れている

去を附く子守 子、ポーランドの|政口 氏民;:T:W)Jの発肢を11;;;'，'言Jj;'問こえて

くる、 とおJj号する n

そ1.._'C、むしろ書Jよえとし fι く誌諒され、いる口シアのほ)が、 ~~r:~;刀易し

いと誌i:九れゐ その理111を、 だこえ三:，17告とっ七 ζ しても とど=トJ!:

打に張<，てvミえIJ Lロシア;土)その張本から抗!)~iJかきれはしないが乃ろ

し、むしろ.J:1) j I一常な民地を接得するかも~- ;{ '-なし ιのだかえJと説明してし iる

また、伎は、 rl!シアは r'1イセンよ i")4、 ユ~~i'i，にある種目妥協がドーラ〆ド

へとの"に'1まれるのか些んでいるーとjii+情していたラ 6

ドモワスキが二のよう L主主べた恨拠ば、才がれて7の禁'1]えの主主 1'1にあった(こ

の小論ふり半'1'，い弓[り.3"1-1 ;JC)時内、で、ドぺつスキはミコブス ¥--1"二宛てし、

ロシヲは主主判的(こに昔、 7J が ilF:t リーもかかわ lろず、[:1::)際 ~I0 な危 rt足つ主りヨ本との

戦争J¥と急速t一向が、円いる、こ書き;量っている，7 ブ口イセンドこ J て E 

FF去っii--'立の祝~~i 、 ポ ーゼンとオストプロイゼ/を〉イツイニ fること ιあ

る 'iil こに、ポ フ〆ドにとて脅威主のは、料東によ民を dくわれどいるロシγ

:1，，;ムSi，:S.37ii2:l83 ~lSG j 



叶1Eノ ト

"01'回ではなく、仁しろ Yイツ/こと出?識している

'1'ーぞン:こぶいては、 1901-fド、刀、ーソンド人牛j乏;ニョる大規模な子校ス ノ

イ可が帯lきされていた また、反ドーランドヱ義的な F、7)ティス 1，I'''~ 中心

に、ポ ランド人:乃工地取代に):";l'j，'L-Jーるこ J を汁的(l，...1__;"示、 ド，ノ人によ'，'虫

))府民活動が1;われて v た「ニi'--!j，、反出、 !イツと 1ても、東部アヲイー上/

の ポーブノドイヒ|に汁 l~ "(j(きな危機!岳会治宍、町f寸1としごそ J，!イトiif1dしな

げればならないといっ凡鮮が作有してい丈こと芯示岐!てv、る。 I刊止 l工、この

刊到に吉躍しとRI"一己義者、ドイ;;.T ショナ"ぇ:_t: l~ て長:)られゐ牧市フリ

リ :シ。';ウ J 一/:.は瓜土ム、 λポ ラ一，/ド川l'μ也泌iに

る i彼f皮tむiは土、 I丘E崎年帝I戸河τ司]議会i送悲挙じト町際T干く勺!し〆 ;~士三ι民投じ F ブン「人グ)01{への脅成

を互~kl，_~説 w 吋:。その干ヨ的は、 J~}j人什t~( おける紋~if:j~\のユシカ 攻撃にあぺ

七が、司時に、 戸 ラン〉八円jJ引再をも志図してい/:"

ニつにたド-:'')社 J{~(/)wJ; i&J に可 L 、 ，，，-.::ブ λ ヰとしても、 1'~:':Ji-kJ)j:;j-象をロシ

アカ hドfソへと移!と 役は、 uシアiよい下傾取の危機J集中しておけ、ボ

ラノドにとっご差し氾っと佐治性を持〆》有イ上ではなくなっていん。 ドイ yに比

べれば、ロシ円止、不 ランド人民間{じよ ρ もずっと円切な~-~題を、数多ぇ J白

えているニとく Vこtσ〉時刻、円ンア(?)1 "f家 h'J~*忠 l士アジアに集 '1' していたごそ

ぴ)粘思と、て、 F極夜やv 、ル L ャ f宅へ向けてのイピ'!スこのお争:./)~RJ戎で、 "1 市

(-~困難な状況が叶じるのは、全 P もりとありう，-{，)こと であり，10ン 7は、ボ

ランド人にメJL-C何らがの利権を与えるこ一ワ、凶刀でU身(/)/z七を干!7るこ lセ

がA三重要宇だと認JtLている jのでは会l、か、と;-".:fブスキiz層、いた"

ミウニJ ノス共への主的℃司、:えれた見解こ :1-';謀、外政とのイL般にたい，~-i ，?;-， uシ

ラントにも/:"~)さ i 1.-;:;こ円71ノ村正の危機にFfL亡、 MレJかの民十ひJ虫、iこがポ

ド弓つスキは期到していた ただし、 ドモフス土は、，;~--- '7 /'ド|l!桜子凶を、

ヨHI~-; ることは確信!っつむ、 きれが1niら国jJ量不皇内変?:!1，(もたらさな」三と考ス

亡し、たーしう L、1，寸:1'寺Jご、 次々に J土強し、 l<h~óド:):'!t -~jZがある l_\.- ，うここ号、イ主ら

の分割~!ri ょの日記 t 'いおいて彼 l パゴ~Ü <感じさせなくとはならないc てうすれ

ば、モス刀):.ロンア人の高利]も、 j折、そhを迎糾するだろう|と Lセ、，J'

ブ J ド民族とし亡の要求者了、口ンア山町に1τlζ積t~~I0 ~"~判し出す必要がある

と説いていゐ

す工、BSし、#たんのノス'I'T主将 1').tj¥!.勺 λ とはしない、なぜなら詑も紋Lコ

式 til、Ji(S'37Gl斗;)62



|玉 þê珂柑立のパトス iレロプス:~二)

主をム巴ι、:弘山A忠:モしていないカ 3だハ t L，l¥λ〈々 が、〔ポ ラ/ 'を 5分ヲずるj回

」境克お可梓線押痕、J:にこも士かaか);らず、 緊2管Eな弐1杭母

汁ベ々(0)川:活首語効力をi臣lヒ;て、 [示主 された ポーラン!イト建設するなら、

そのjてき[ずえはおの-f，;..、我々に t~'l_. 、より!'lL芳 t ふニ;' .なるがλうυ

そうなれば、寸ンアは、 rに々の主止し、をî-~-るため l 努 }J さえしなくては

なι会Lミかもしれなし、

19似年 fJこは、ロン 7Fヨポ ヲン]，こf3'，，-(もンマ Iノ政lすの妥協的な姿勢

が政策iニJ瓦れていたことを、 !弓プスキは日迭さノ去かったo日 I弓ワスヰは、

そのEP悠のリ γ"ズム叩スに、日シγという政治"可討領域|人工 111勃の府内守

J.Lげよょとしていずのである。

第ニ節 新しい帝国

ti:;Jj百に見;，，:危機t也出ずるnンアと入れ位寸 pるように、 :< ;1:-フスヰグ〕政{台52

議宇治、-c台頭しと引が、 ピづツという問題でまった}従l士、伝犠l丙mした口
Lγ政:七に椴松的に参入手るのと反Jt不ちする J与に 主わめて独fすな形の ド

イツ脅足立論 や唱えるに六る l それは、やが亡、伎の宮作 τ ドイツ、汁シア、

そしてポ ラ〆ド)!-lJiillJJ(lリ()自洋":.ニ仏系ぱ，Iこ民隠されること;なるのそ札では、

このプロ :f'~-J ム収坊の吋 j月において、 t 叶なる政;'5_92均ぇ ~Iえから、ドモブ人へ

はド i>' :こ関する附記熟成を行λlこ"'たッたのであろうか。そこで玄i':;iでは、

1m}り年代に拘 n、 ドモノス可ク〕ゾu1セシ色ドーランドグ)::百伐とドイソ認識の

関連を再険討 tるこ:::J-: L /"し

ドモブ〈キにιって、 ヘ fノが1，II;Jt¥1iじする第 の丈示:土、フロイ bン傾ぷー

ラ〆ドの古古"あることは、いうま"イない，J -I}生l土、 JflHiザjWtを開始した189(j

ノi'--j-tから、ワノ 7~'南中ーラ/ド[，-~焦，~弁当て、そこ 1:1<吹i主盟が活動事行行拠
点を i省いて v汁二二 ζ!土、先主lic.乃通りであふ Lかし、 つの分害'.日全てを統合

するというHnr-/J:::i-::-う/ド宇或 的主張かろすれば、汀ンマ吊凶から分有E

jリ;立するだ:n.な¥、ブロイセン能 オ ~7， }リア頑と t¥う1t:1，(/);j、ーフンドlこ

おいても、 E，I地の -i-~' ーラン i 人と i主携し、ド i 'J'市刷、そぜて吋ース 1リア巾

回からもうう離独」ムし、さム i その fY甘くを統合 j一る政治活動を民間ヂる~~，'z;::が

a7)~::> J二」 それでは、 プ汀千七/'~8ポ」ランドにおける討のi~W;jはどのように展

:11，;ムSi，:S.37九i2:l8 ~lSù j 



叶1Eノ ト

問されたのか

主刀iり岱 7】こ、 1893弁 ドコプスキi土，J:プーy寸スご戸'¥，ハ lj"J主こ協力し亡、

「ク デタ-: <1-起こ!たη それ(二、スイ λふ拠点とした政治記総であ?;-.，;F 

ランド連iEを、ワルン i ワを拠 ~:r-tと').E¥;lJ';;.;豆'，{;j.へh改泣きける、 いうもの

にあうたc この際、1!:hJ:i :i I主盟は、 ~)j~";領令体および亡命先 lこおける政治活動

の統ーや決定した:か[，)除:よ、「々ーフマター!と呼ばれるものの、十Jーラ〆

;~"J't盟問lからのよ孟抗的~~ぞれもなかうんーなぜな λ 、 r~ ンア市長ポ ラ/チ~，~~く

地域には ポ ラン 1迫仰の;且織はすトフ三 l存在していなか'!たプめである(プ

ワ-{-t:>怯ヰマー ラシ!には、 もともと何グ〕制l織も設，;されてし ι右ごかったし、フゲ

リソ「 γに仕立かれと fλた「委長会Iiょ、斉;tr};Jí~J 41せ fに辞;友や出し、解散したU

また、 l' 命者C)~，i~ ，戸として、スイ λ(. ~ 111)ツ内部が泣かれていl_'が、全¥jfh~_! 

のみのギをであてと '1:'f;tって、 分割領令践を制維するは治活動を才るけど只

芯J車問i立、 プ口{~tゴン悦ボーフシドに万いとは、ぞ 1寸からのスタートを余域な

くきれたのである{

18% {j 枚、〉モブスヰとポプワフミ ~c (よポスナシを訪れよ旅乃口自円以、づ

ロっヒン'i;TI;ド ラン?に、組総設止の;':i1濯をI，'fJくよとにあ とc，かし紡果刊

に、プ 1ゴ1+~;.釘 Fーブ〆ドは、まだ必し、仕えのぷ翫まが戎長を待つ段隔にあコ

七ため ~ Lあたりを究人の活空方不とのみず主触するにとどまったf このとき rモ

ソスキらァう守h会つ!のl土、つ')デ fスリソ・ラヴス守{玖bdv討TwR ，;~)s1.ょ}甲、

ベ}レサル l フシヤノフスヰ i，nf:'rn;，nlChlヌanui¥出J、ボ Lスワフ ク>Jシーr

， 'i ィチ (Bolc5'b協 K"sic，vIL心とい〉た、当時 r1):ズサン詩論 Pr，?:eglqd
代行ra1'ts!ti山山市えに島たっていた人々 cあった、

この lボズナン許論Jlz、大宇:教育を受H/若者f らが、リベラルなすえを

fマワンご 7プヤと鳴かして、 1891:-96イ|現に)'J¥抜を/lEiめた経恥にあ(た lrij 5.，~ 

iムゾu イグ~-r.I-l*ーラ〆ドグ〉三日l忠誠 j 義苛1.J'JAt ~j 、交た、ベルリノとの

設会活動ヰ jよ向ずる戦時が被綻たこ~.: 1~'汀戸しつつ、 |流階級が防、]むの1111で

~JA上誌をやいずゐょう訴えたp こうした彼らの上目、内庁民】こは、プヨイ七ン

による対ボー ラ、/政策のnll:E的傾向与があったものと'"えられる! ::Jマスブ
ン~i'i言;IJ，_ -jJ'''' i"'-;;:ブスキの「全 1、ーフ/'I."TIT市首lにどこ主で鈴向上たかは不明だ

子、その思忠七;"J¥'/.:1'告は、他的て近か〆〉た。 11ポズ T/"，':'論1は、こうした活動ゃ

れううえで、シ Jンえキ¥C;巧川山kii c-)不ヒー!>ノスト〉乃協力河係を生い亡

i 

工-，~::> 7-":: c 

式 til、Ji(S'3741斗;)(リコ



|玉 þê珂柑立のパトス iレロプス:~二)

こうして、ある佳定独u:こ1>;;:1;'~_， 1.ニLI'ズう〉討論ュが、ロンア;;8ポ ラン

干を q'，[\とする弐族運 :J~ と 本栴 I:II:! に|品問を始めたのは、ょ899-1901 年r;~であ

たη この時 d!l: 二初めて、 ft波辿涼(ニブu イセン ~~;F- :'ン:~"iJムメ〆ハーを活l

えている 以降の数年間に、ての人数は徐々に情的 L 、~でごナレ 人判プロイ

ーヒン、上 J レジアにお v、亡、上司民民主定じっ荊l織的地主主を己めて， ，ったc ;J，;ノミ7

〆i主、新Lν 活動の拠/:(となッだし

1 U!)()"(I十4にノ¥ると プn イセン市長ポ ラ〉ドにおける政治状況は、よけ大教

政治がJ、きな比iTを古めるよ勺になっとυ 当初、ポス!-:/の匡叉民~党;手、少

1誌の片了 ~L~!:J:lい活動2誌のみ P寸梓成されていたη イむらの政治的ごと刺散に 4つ

て、 Fーブ，/l'人グ〉開業イマゃ限二、有IS巾労働苛は、 I/(f:~ :よ :Ú'~ な竹下[j人様l ミ

や反セム土走、EtK践的 反聖戦吉町なス r:; ガ〆を使用すゐようになった。
ーc:... i;:工法ij;~tは、こ>，しょこ運動:必ず〕も|寸調Lてはい右ごかった しかL、 プロイ

むンジHγーヲ〆ド政援が抑![-，8Sに士')、 {lIR投手設が央敗L、守校λ トライ守均一

党生すると、 と流階級0;イム杭 J吋なJ:，:，台スタl')\/:ょ惚れてい J た。 -II~;'立にの支

持2信頼を得るんめに シ工ラフタヤ聖職者は よりラデノカルで非妥協約な

寸シ ~J -:}-1]ノ、，"-(T】論調を取1'1人_1:_、 7)レジゴ'}千両:Rレの計びつきを深めるι、
望号;こ出ら〆ぐし、ナ。 4

[rl民氏子一党が最初に :L-"吠の政治1'1(;;1λ功者~ ~又め亡のは、 H01 午、[i.W，民主 Jι折

停者の 人ソンヤノソベキが、トイツ同説会補欠選ノ'J'::においてポズナンで主席

を尖1-';;.~工とさ Tあコたーそれを支えたのは、 :r.( ンスヰ山ポピ L リス!-..(/j支

}長1あった。続く Hシ03弁そのドイソ談会l芸学では、 οへの'.: C) ンド人っす~~Ui苦を

佐得した ρ 伎:4Jは、不ピュリストヤ|斗え叉主iii;、「進歩的シ l ラノク|のft存主

でありに)これ h対し、)又ポピ1.T) ス;、の聖職者保守派;土、従来の悦戸川主か

ら 転、 1主か 5 議席 L かりることができなかったー 190/j{1 までに、;，;，~-) >凶

".民 1犯の弔成目;止増加し、 lじよな政党制笥ふおくまじになったU そこ目立、

「全子]ーラシドキ及」と、主主、14向7のエ T}_Iキot主的Jミピュリスムがつ止われ

て了し，1干

、こうしてみると、 fつイ t一一/事長〆ラ/ドiおい L、何j郊の凶h'民士党的情

的合支え、日1サニirえに士すする{ぜト"やもたムしたのは、シマンスキら'1、t::;Jリスト

0) I高んであったこと力分刀る。戸IJd~モ党l土、がすノム jえ!仁リーダー/'1っ

とパ J す日下を iH:D~ し、戸ピ t liストがてれを人衆(，::'1官'ムして支持を民める

といっ役主'IかIB.が形成されていたぐ絞りは、 ;1t有を .Zけたハj烹階級。)践的を認

;[，，;ムSi，:S.373i2:l7D ~lóU j 
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ラJ ト主 13の中v となる主出、なイナ存:ど笠雪づけ、絞らにめつつも、市民を Jド

物質 ;'Jな繁みを語、たらし、民7Jt;、意識にrl'Mめさせること争政t以

していた

1906年、ンマ〉スキ ~Jヨ民民i党 v の正式な合流に同ロ L 、 J 司己の産常ず

守:.~ff:í" 01~dou'Jl il? 伝を売却して、仁d}d己主涜士専の新しい新聞 111 日ぷズ

ブ >.lKuru;rPル弘山れやf:;FIJした i-Jj#~\，/)絹止には マ弓 Jスキと説しく、ノ

門イセン住ポーラ~における >'JJ~K 主党の干';-とイァ1 日キス i であっ止マ 1

7シ‘七イゲ(九:出umSCYc!;;l) が当たった、 !1111;示ズァンユが、古学atO)中・

十流::~f級に r~~(.;'，ご、 CJ民民主党ク)公式r;-:j棋を伝えるーノJ、 て主張t5-::や:c;'ピュ j

ス pが{中官する口 ηル起には、火災|刊し?に、戸]民民 l党の見附合、r易な庶民の

r♀ 

ロ風で日歯A 作いて1ょ、えた

ドモづスベは、第次人羽以前に;Y!;t<ν も3w-r、プロ i+ン羽ポ 弓ンド
を訪れているつ 18何年に最初の訪問があり、その後1899年lベ 1レ"〆に 3DIU1 

f需存cl た J また、 19n主、やはりベル 1)::.で民1Aえだ闘の市会l出席しとしる

と六日、 l全ポ ラント?評"~;~ ::紙|ご(ょ、府統的ドブ1I{セン~;=[ポ ラン?の])、

;~，~が報己されていたっぞ二語、 h担附するし、プコイヒン~~ホ ラン}につい亡

lz、 ド弓フスヰはベコや恒牲を買いたす場に杓 U、彼以外c)[r，:式え宇の冶存者が

活動を分~，:. LていたとJ5えムれる 1 とヲるこヨにイツ、"シアそ、 z!Jーラユ

，"":叫記巴に結晶するドイ Y 認識は、ブU イセン$~ボ ラシドの !gJ r，;sを実池~，:考

然した口浩ら止まれたのではないことが;~;tfj:~'{'きる 3

それではい平プスキのもう て司、文脈であるヨー 11"jノミ[穴際関係の士かで、

;~~ l'ツはどの上 λに["立浪メオL~，じたのじろうか J

1:毘戦争防刊の也前、 l訓L:年 7月に、ド Eブスキは口ンア|付の4Lι!こについ亡、

|ロン γでは外来的ドイソ人I'J¥身の支叱屑ヵマ抗手ロンア人，;'fι絞ってし iる、
とい '1 読を :7J じどいた lベポ ~':'7 〆 γ干 L'主党幹郎 f、にウスツ全の，~_B:心てある

プイ _"iーヴィ fは、これチドモフス::，¥のをt多U土 際 Eノ日'-点のひとつと

み右 L、 ドモフスみの宇ブ三~z~tfil，疑問をなげかけていた~か L 、ここで注ド

すべきは、 ドモブスニγの7τ説が事?な ~~iQ とし七!椛か台かとし ι う h l-J ;r;:;よりそ〉、

pゴフスキカ U シγの内政lJ:考去る際i))必要tとし l、ロンア ~- -{ツ聞の悶係に

おけるドイゾc)fiは存-0'1志し、 11Wltlit干してしゐ 七、という主てあろう 単t争勃

交がつシア内此にも J三九 3一む慢を、ドモフス千[土予i:E:jしていた 1 匂ドモブスれ

り -;)~~Ii_ にお v 、ては、そろした 1寸ン γ山内政戸J!肯機をより i荒乞にラる 日!とし L

式 til、Ji(S'3721斗;)78i
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|玉 þê珂柑立のパトス iレロプス:~二)

回j当主再司係のおけるドイツ(/)h!. 政Y ノJ、派り j豆 ~5ß\両されてし吋れ

:4'~ヨ !寸 I '¥じ〉状;7[，_: ~ti丈によう C' も、やはり 11 ン γ内政へのドイソの没

i査がJ古かれマいるにぞれがyji生与された1f)07lj:.!，ごは、況に υシアの弱司、化は現実

じつもc乃円な¥し、，干 しfーカムJ六「、 ，←. -， _¥-" I中j 亡ノ〈 γ"ふ、 ドイツトロシ?の関係を見

直しつつ ド/ノグ)脅h~を強調する白玩を Þít認してし、たのだと"える c

ドそ Jスキl立、 ドイソと uシア日間慌についご、 uンアが「イツの「平和:1百

九服組1或」必となってお 1)、 1ンアl土ドイツによ'_-， T;空速に伝されつつあふと

論じている J しかもドモフス::¥;-(土、ドノ，の民遂を多市LウJ:i辻仁でいζ ものと

しし1J]えてL、たυ そのため、ロン γのが交jr::導fiとベ 1レiノシのド fソ政府J[-y害

判、 口ンプ人民とドイソ0)約1;; 義者 e としりた関係が::z.::げムれとおり、それ

それの日酎?において、 、イゾの J~.;4立が7えんでしるのたムー説明されて1. " る ll' 

~'ï=~くみると、ドモフス千 í1第 に、、il，1)ンのば府指導者fこらについて説

明し、仮九二口シγを派手汚的に土問こするためなっ政治的妥おも背Lまない、と

lポノじするそ iて第 に、ゼキス入や rUと¥，"~) /二「一丁場における労働朽の

;主動」がもλ、らす「刑投l了p状態J:'，:-~i及している おに"ンア担ボ ラン i で

は、そうしと i連動」の工ri '!かレコ提供され亡"，るム rモブスキ ij-J汗烈

していたニ号 I，T、 ドイツによる資主抗うLがポ」ワ/ドのよ山秩Ij;jりをJ白3、ひ

いては厘誌の減沼会r'-，i照的i二ヲき起こ[ている、 と平5長Lた つま Iノ ;，~ .，.(、y

の自民ァ瓦者の意向にかかわらず、その産業が進I-H.-tZ)こ!:~('、結巣ぱ'~("~ uシ

戸むt:]--:， ，')シドの民主主がねなわれといる、 一いうit識をもってtλたのである 3

、こ;/uっ:ま 見するこ、ぷ-~) /'トとい/ツこの関係を判告すたものであるかに同

スるが、実際:こは、 υシア;r，g誌の反岐と L、のに Jツ認識であ il、 ドモノスコー

の口シア此治への参TI'ITを恨拠1']-:'1，~() fめの同際関係認識なのであり p

そt_，'r¥最もに:続的なのが、市場.r"C)υ九人と v う税点からドノソのおさりJ(!) 

浸透や占二えたう'ilF-'::"6うるベドイシ政l付がl也市l均妥協む辞さないのにJ加えど、 u 

ンアが白 }Jでむ済発展できないこ Jも、 ドイノの経済的なEラ警)J弘大事Ii-t進L

てし iるドモフスキは缶、析し ごいた ロシ 7は叉ク人資源に而まれといながら、

凶米段構ヤ産業:xJ~mU)訳。)芹備しー丈打、 1千i奇汚動の[J C を 1:f-、伊言すゐ法的権手lj が

う白i-rL-(~な L 、二こが、 その世H:悼と手れ7こへ↑HElこよれ(f、:_J ::γはfiIJこ、平手i占

的γより発送L許税人旬、ィ、ゾ"己〆ノて、たさな需以のある市場2なコていた。

そして、ロン-，-:ti時;こおし、て、 ドイ Y〆?の輸入lrlは己、速にJri力rL、/'rHではも

うロンアの輸入品ク)半jf引くを lflめている 1，レたがって、!ゴシ川土、「将米的

:1，，;ムSi，:S.37li2:l77 ~ló2 j 
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にはドイツにほぼ!iÉ)~ するとい λ 主惨でぶ禾 J な政治状;'，\~ì. 陥リ、最後にはト f

;;:ことっと UMIより;ず〉と掠合のいい立易条約jを、民終的tこはのまされ

るじあろう と了1測しごいる.̂ ，'

ド壬ワスキは、このよう右符古山形盤力の拡大について、ヤIi三つ炉二 7-)の

I-f-I心只)2とし ιう持制lみからドイソ ロシ γ関係を訟ぷLてし ιた苧いえるごあ

ノ")~)υu ー ~r' )レクセシ fXク iRosιlLuxcm¥)uιぽ 18i'()-1古ょに)1が τ資本蓄積論i

!学Lたのは191:)イiであった f担 1 よそれ(.~-Jt.{T 1__て、口 ι/ア担 yーラシドの

た!L~/)ミレいわゆる 1 cþ ，~、 l司コム」ぉiiLを直観的l把持Lて v汁ごと考えられる

y 

第三節 ホーエンツォレルン国家の拡張

ドモづスベは、そのタi 父~r;，1t:U~おいて、ヌア 入、 1)アノ;;c戸 ランド(ガ1)';;ィ

アjをどのJうに{才世づけていたのであろうか。 1「f人 l寸シγ 子Lてポ 7 

ンド1問主主]第六百:~ ~ャ ~?Jtまされている、「ポーラン 向砲のお心な l:Jlr!~~1 ヲ↑主主~ -~と

いう品工においては、オ ースト 1;ア政府「ノンステム幻影響|、にある|昆も役進

IIS宇治成」であ Jたが、 1~)位紀後半ú)40年間 μl立、 f ラ〆ド支持円、古封にとっ

て長も恵まれた条??lにおかれてν た J とされている。 r計会的な l斗官、;z小鱈
引で、そのため致'ifi:?)"生じているにもかかわらず、経済的には貧しい状況にあ

るにもかかおら F、同土のuJ.:JS-，とはル ン問題のたのに常に小安がある('-~bか

かわら dヘガ1)'/イ?はここ了主主立141(.二、仏:J定ヤi去をj長;3L、:叉俣の ';(1じ的'it

展:こおいとflI;~瞭 iこ王手をと 1f"lいる という。ルヮニア人(ウクソイづ人1と

の)J_;lなどが東出とみ九れるものの if:t治的 えノじ乍jなヲとli(~ニロHrされごいる口

更に、|ボ ラ〉ドのこの地域J工、今日、 F同!:Lての山純な角i亡、ベヘポ ラ〆ト

政治ク〉熊fJ、，je ラン向。〉裁汁断、 大手を備えた，JかいノンドのなIT制度を持

?与し ζお;ポ フンマの ~2I"ム-~ ~:()に組織化された生{，の II(十ーのカがり火ごめり、

よ!']片ポi竺の正化的白J();交的 ~J野にお(，)-る安穏な l首討の昨， のかがり火となっ

てし iる 」介して、政治的‘丈1こUc!二、ァ ス:'1)ア領での;舌設かイ二可欠であ

ることを IW.戒している。

j)I，方で、彼i))外党問惣におい、:ょ、「ホー乙ンソオ c;レン|五家jに除接する、

オ スト"ア ハLガリー一重ιi出土、 ドイノの経済市ルゴ此な拡張タ阻むかγ

児えるギデ在ムされどいと C)，アロ，(.[，ンを中心、炉しと1871'+に伐 さil， /::、

「ツ人O)，，'li'，:，jーエンソォ 1，;レンfi'l21は、やはりドイツ人(lj'jiJ刊であるオー

式 til、Ji(S'37u)斗;)7':;



|玉 þê珂柑立のパトス iレロプス:~二)

スト)アι、ド-:''j-~上界における主導権をめぐって附史的な ~fl1，、を絞げていた口

j ストりアのrY:{:;:ウイ J は、自ら古ヱドイツ;叶界グ)1: '，[¥cある、こいう自明

をJ守つどおけ、フ uイゼンをヰιしとするドイツ叫す、の*;;: と布将i!なかった〉

まf一、宗教lおし、ても、オ スト ijアはカト ij ノクを伝j!:J:j ; j也万の|ホ ニc

J ツオンノンン凶米Ii主ブワ7スタン;信仰がて"であるといろ達;;泣7あったー

そっしf対τ!(コ卜に担、 3たのが 1866年の普i佐~7~争むある J サドヴァグ)7~

>"，でプ fゴンアがた絡し、 iT!:';;包ゲ~[， _~~lti. ，~オースにリアは、ウィー〆争中七、と τ

るドイツ統 を汚同斗こと:なる J しかし、その敗北以降も、ナ ス 1，1)アは

|ホ ニン yォレルンlt1与、 iニ以;;:2:: ~~，れるにことなく、 j何じの凶ォ阪誌を{王っ

と主た、そし寸、 LiンアがすIjH斗じたのを機会に、パjレヴン訪問に対 -r山市

よりただEな経済J七配を民間Lつつあっ f。

乙うしたオぃストりアのパル刀〉粁v主主自己li、パル刀〆へ半自主l守bこ.i!lllしょ

うとするドノツのおi口;とIすすするかに恒えるこ レ刀、しドそっスキ l土 ιうした

;:J;¥iJl: (-: "'-) ¥，て、'1;1号、;;ょ4 スト!ノア;土ド「ツと対立するつもりはかくなL

とさえてLλ、 それドころか、 トfソk寸ース 1、1)Ti.よ、特殊右[同盟」関係

にある、 というグ】がド七フス午 J)~，r:~況であ:;.!::) J' 

ドコフスヰ;こJれ(工、オ ストリアとドイソの 1"Il1ii 1児係L土、 1-;:;，アの禽

成:二対抗す ξために止ととものごあったl しかし、円露戦争伎のTマシア円弱体

化を待ハまでもなく、平111てもがIから Uン !')r バイツおぶぴオ スト T)Tとの

反万T再司係(iff;;c.I.，¥"Cお円、 IlcJe与」の右ニイ十忌義は宍われた:u-である k もかかわ

ムず、オ ス":)アとたイツの r;司 iJ~. は、 北?わっl司i別立卜の:-1-~!か J にな Y

Cいる、 ζいう内 l二 N モノス~-:二:土居 や:日す そしと、この:-1ruか;が住吉そ

7ゐ二どに kコ戸C、 ド('1が寸 ストリマのl吋政にまで1'1一周Lているのが〉論

じるJ:l，t の引用ぷうJ では、そう L た|守政への泣透の刊n~;~: と v て、 一重品凶内が

むの、オース~ ;! ;-'とハ〆カ)一日間辞刀£分祈きれ Cいる

つのす さ上回は l、イ y者一戸物予をW.!JtJl~ ており、ハシブ1fT) いへ

ω劫，'1た:J;:-)立にもかかわらず、 ドイソ叫が市出品と Jなっており・・・ド

イソ[グJ民族性]は1";1家的中 C故強の長台、怜ずあるん議会が叫州主オし

たlーもかがわろ r、トl米政治:，'，-~;~主-;r'，位ばして V'7" !.:-'-1ツ人層、つま

り土宏の ~}jb 官を 11 し;?:1 る人々のサ クlレは、 4eJiZ次の軍隊千':'(fJjt

ぴ〉ヒエテルヒーをなし Lおり、~'t)"J， ~-;' .{ツ的"C''めるここが、全ての

:1，，;ムSi，:5おり!2:l7S ~ló4j 
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二二月'!~や回:雪之内伝統になコて v 、る

ここには寸ーストリア ハンプfリー 孟，'iIJ"においと、ピノツの「氏J;Xげ|
や他:乃 r-Rt以ιlJよりも優位にあり、てのこ〉が lホカミハンガ 'i 了一ンン寸

レJレ/ と才ースト '1ア去を結びf寸けている、とし}入;分f析が不されてし iご

返去グの〉ドイ/I1 罪にお)十る勢 j心J与 v 、叩σ〉万戸 1';;濯，-;;;:~わJヘ、 カ〉 jyケとノ/L:!7ア-ヲ、夕ノ Pと

>"，行小主敦主|の差異は、下マイl や文化〈経済的，f~J ~ムの宍右に ζ うて、長~ i) f盛てられ

るであλう ドモマスキにとゥて、オ スト 1)"，7 (土、況にプロシ?の応部力に

収め I~) れた|ホー Lンツ万レル J凶ネ グ〕 半にあった ν かるに、オースト

リア人 i土、プU シ γ に拾するド q ツ人~TI:fi誌の拡ょに取りよ人まれ、アース~ 1) )' 

へ2してのな議工りも rイツ人}しとのJ13訟を↑哩先するよ斗;なる また同

引い、す スト jアfi、列jjt伺/コtγrf'/うし:1'iLくなる中 cI，c にンノォレルン

1'，家lこの rlc]明jに|日j刀、"、 トイツの 'ìií~::;;'1的経展に共に原弘、をd+'したりじあ

る。そう也たド J ツとオースト i/ アの ;~j]自の芯 I;-Il( 士、 f フ/ド人も守的fニス

ラt')人にとっごノ72散になる、 l ドモフス J ーは活Nj する。そ"ごチヱコ人を 1Y~i 

挙げ、役らが努力を仲ばして、 ドイツl巾な心むのをナマかすとき:はいつも、

イyギo;';;.~丈 n~- ~at感覚や、 ドイソ人としてのUJ桔jjがl曽大しナ、 三日占じるU

オ スト 1)Tへとしーの性f告が北町 l弱く、その ζ人-/u1"2'〆型

ドJ ソへ引十l絡が品市;出?いホ エンツォレ/レン人的民永(::エ、人ラ

プ人の 1地っす隣接L.Zいる。そのスう円八円ム j止にltむドイツ人υ)問

で;二、引ドイ Y主義的な遺:勢が広がり、その趨勢:Jiuーマ ヮ、リノ

クからの解!尻 J.r;s仰 11l?岬，jyい弓ス口 1/〆をはl7かけつつ、は〉人

と勺1， エン、'1レルム/の人々にk，)~i- る t 拭!こまでi主して" 'るc その趨

勢;ょ lノすらかに、独円のものと Lてのオースト 1ノアのイ7柏会脅かし亡

しまっている、 寸ース!リマ人のI~Jl でドイツ問主主党[忌'[p.~: iJ~ BSま

ることはなく、プロイセノ人との戦v、の見出がJで明さをたう lつれ、

それはむしろ橋大したご{

イ スト')アは、「ホ コシノ寸レルシマj守、 '，0)r1芝!百戸司託 γ泣かれベ
ルリン Lヨ [! 'Jパ南京、びいごは]， Iレコを杭ぷ、外交上れ架け橋 ν なててし

ま〉、いる。主主 l 丸、 fーストりア(/)〆けレカン広大は、 トイツグ〉拡大そのもの

式 til、Ji(S'3ii81斗;)74



|玉 þê珂柑立のパトス iレロプス:~二)

であった 3 オ スト"γ人のノミ}レカンにおける t首長，;;~，エ、 ハ〆刀) 点、として
で勺オこ二 νI 人と V~. でもなく、 トイソ人こ仁て l~M\r 争~1与するャこ lこ :--1 -1-干を

置いていたうムとある"

県汀 口 y ハ:乃状 IJ~ 論丈ιおけるド E フスキの分析;土、ブU イゴン国家

。)拡大がド/ツ見践的な丈{七ぺJ感覚を長官5じして出家形成をnう苧いうダイ 7
ミズムゃいし l いる J だから二そ、スフヴ民放にと〕ιrc;，-.Lンソォレ)l〆
1+.-:家」のもわらづ危険[王、口ノアや寸ースト川ア ハLヴ'1一 重町村による

主記しは異食な危険であ、れいそ〕て、その|ホぃエンツオレルン国家c，議

長する汗 ラ〆ドにとっては、;:L') 層大きな危演だったのである「

鎮西節 影響力の政治

1ドイ人口シγそレてポ」フンド術開。);:;¥m_"$'買ヨ ロシノ¥のお、況 ド

イツと u シア;ごは、 19lr;年 8 月，~，-スヴイ一号、之よ〉ア♂で院催ラミ h/二会主戸t{f万;'

述がある まん ドイツ、口ン ;7- してポーラン i、 ~H Jill， 11 ~'~ 収(7)，::{;=;".;よ1908

平4耳111:1付けである J 二の字が執筆されたのは、 19リ7年8月;:11、英露協同

が成す. ，ニ出没。)時期で fら勺たとjJJ断できるご火~-I品商で l之、ベルン寸 {デフ

、マフノ~" -二スタ:/， -J- .i-(，~ 卜℃の両 1' ，の持7J範 11" 'こか ιする/?立が?心する

このとき 院に!f il していた~'íL fWl ill (1893午j \見 iム?仏背リ!J04~勺シあわ

廿て、英[lxF雲の 回協同がJ:hiL~、ド J ソに k，;};'[ずる情到力、生まれる」とどな勺

f二 J また、 190'/" 午 6 月に口混「品市?が結ばれ、ヨ応対~;;}1，1_，の対すは解消されどい

た そωだめ、也東ごの紛争に A切 i-)~"--..J けた ;_1 :.-アがイヰリ λやソラシスこ

協力，，.、 J ツを取)f耳む、 Y いう何百-~~係;の対 -(r ，fwミ司が形成\ j'しPコ

ドモブ〈キはこの時期、ワル:.--.，;'ワと~'< ~J ルプルクを山心 l二政JI17号車1] を Fぅ

どいたベ特に。 190，年:-l-4月お;:lF~1-G Mにかけて、 ドッーマへの出席も fすめ、

けンア7g的政治宝:1社におC.ご活動え行う丈め、ベテルフλクに鴻すして'"-， 1;， 

この付則の i モフス干の見!拝iこは ロシア0):i付が自か:lL-(いた決川そのため

/)、Yi.E:史されてし ιると与えられる{

ドコフスキは、|可宗聞の2J:-t: ~j守唯力関係とは測の次冗から、影特刀 v\，" ph\\. け

といへ基準をnJl..，.，ど、東ヨーr::ソパの状況4示;7..与と Lた J そこで、ヰ節お

いては、ドイ yがもたら打I:j~~jz(~ ついて、特;こ「河北U i ほ明さ札てい今零 t;li第

E草「烹ヨ」ロァパのお、dT. ドイソとロシγJ'かり ニ0)峠坊のド弓フス二千円

;1'，1ムSi，:5おli2:l73 ~lóG j 
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;<' ，rツ主見をみて lλ くこととすゐー

:4'~ヨ !寸 II¥C)状;7[，_: ~ti丈にお"、まず強司日三 t~，"C ν、るのは、 ヨ ~S~伐争

1;之内uシア山氏件、fこごめ Q そして uシアが耳目去っと4士、i:tゃっい、、 にイツ

が優位Lニ立失う hしないは Fがな、¥kドEフスキは子日IJ'9るけしかし、その

;:，，~]台 :ú'tださオしていゐめは、ドイ y iよる武JJ:攻撃ではなし、c むしろ、 1 ，}J'，'は

qシアの.tt科的な総枠 Jjとuシア[ι舛にある利前日記者J芋い、他方でl土、 qι ァ

白体におけみれ筈んやJ.'F化L、ある 主主ジ〉、"ンアの示l血、l陣内でE3響 i)強化

を丈1，寸る という町μ、のCJ.")が、ドノ .1~'こと J て多くのヰ1;持を約束するもの

ごある、とゾうコ武))攻撃に4ってワンア全員 1を泣併するよけも、口〆アのんl

~~p，司 l つまI) U シ γが法勢な J':)去に入 1) ユ人Jh そこ℃ド 1 ツの勢力企広げるこ

L こそが、 !、 J ヴの狗ν3であると!、モブスみは凡でい丈:

[C露戟!fl{~ロシア J土弱体1[: 1，，，たが、だからこ， 'て、戦闘的だっ

なぺJ

たロシア刃~.~l~J まったとこゥをついて，:1シア争ドイソカリ文 ':j7: t 、 u う 7

部を強奪ずる、と v うこじではなし、。司際:1)、t兄がそれを立す場

合でさえ、[!インが口下 7を」士一手すとニどは、 L之さそう rある
vr.O) 

なら、今口 f 寸シ γrt-;f:ìJ:子治λι いる巨 íi)~~~:)~C) ポー ラ/ド人との問

え邑を考えるこ にイツ}二|碕-Ji'!~部7j、 f~~ にドイノ組!こ戸U ，ノ込入でいぷ

ホ ラント地域!三、戦(1品としぐ魅力的でないからえのポノ;ァシの

ミ ランド向日立がik~人として f1)"1抗されず、 ドイゾの利益どなムない以

このぷについ亡考去るのは務仁ν"

ドイツに隣接 tLロン F担上、つまリロシ iß~ボ ラ>、は、抱え込山よト

イツにとってli'，JJ(Jの誌となるだけで、支配 tるに射;jJV」な地域では古い、とド

そ Jスキは考え tいた f J 政機備によツ L 直接に続記するより むしろ経消的

な干IJ占企拡張において、 Uゎば，JI公式的布1'1として Fイyl土寝越Lてしヘであ/-)

うけそ"なれば、ロン 7がτ之来不'1誌を持て'，'ト活動領域J土、 ドノ .1~'こf:γ われる

ことになる。具体例としては、ぞれまでロ J アに[CJけられてし ιたプランス資本

の新た右投託先がドイソとなり、ブブ J ス財界の好う;c'i~ 待て ひいては財Rに

つながるブラ〆ス政時まで来 fj1..." <)~，ナゐであろう、という 克が乎:-]'られてい

るパ

ロンアはむ(米 烹J;同県lこ引にで、 ダ」ダ才、スク海I吠へのi岳民を時fYし、べ

式 til、Ji(S'3iiGl斗;)72
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ルカンT 討をU己引努力回とすることをjιif-r}していたに しかし、露 i一戦中山総

後処舟のためl8l8:守にFifJ刀れプ二八)レリン会話:こお νゐ、、 ピスマルクが ;1，[¥と

なってuシア0)r十ふ以Ji]j!jして以|手;二、 ドイツという壁に;;:1まれていた、 uシ

アの年三響力;之、 アジアにぶいて ~J イ Fリスの影出力ど競合 J、同ドゴ L 、大在一弓

(土ド{ソ~，，:，: .Jって君津な伝rcを安けてし ιたのでめる 卜lレ Iをめくるつンアと
トイツの勢)J争い;止、それを珂1，'c...-たよ可であった A ドイシ:ょ!ti..:二、 B~;;)jíí(争後

の口ノアえ也ぞれなくてもよくないる、といつのが、ドモフス ::iのえんであっ

と}そハ Lて、ドイツはハルカン干 ICi を勢力函 (.:..4-'~ 約、 7ァドリアやバグダソ

における鉄埠路線的拡大}J:d] i. ~ iÚ って、政治的影響心 X~貿易、事業、人柿を

派慌包せて vミるした拡/J~殺害}よ いすれはイ守 Jスのような相民泊帝1'1

0，地j.'，へと!、 J 、ゾ会押し げるであろ入乙 v う下測が不されてし 1るし"
ドイ〆ノは:3ぃピノパ入、住で勢力を{中ばL、互には、 Fジアペコアフリブjへの植

民同下北的I副長;こまでeJ~づえを小 L て v、る、こド弓プスキ J土 lJ?，おしどいたっただ

[、 ドイソ 1]，:内 iごは、コンスタン T" ノーブ J:'-- から~ヘランまとの植民〆IhJ 義

的拡張主J立を kる勢力介、ヨー"フパj、体市来部つま 1))，')ンカ〆への拡んにと

どめようとずる勢力の、 つが存在ずるこ ν に注用を払っ Cもいよ二、ロイ y凶

l世においてJIi:'Jli路線をキ1常子る討'1者を、「主ド{ソ宇抗告たらももさZヒchnie江川， (i-，

とド;:::')スヰは11'1ーんだ そして、九日ノツー←義者を有めて:.，"る悦主が、;，~.1ツ

以，1ftの t~ 西部つま i'} rベルリンの政出家Iち」であると、 ドモソスキl王寺えて

いf二口

ヤドイツー」義のご九j之主たちのJjlJま〆り[土、余りにも法くまで行ってし

まノナ fめに、ヘル)~の政治家 PLの考えを追 v 、越 L 、宵分I 九の

'，[山 Jこぶいては甘え:ニイ「一ストリアを弘脅して 1まっていゐ c 今 i、(全

ドノ /__L設すれうの考えで:ょJ ベルリンからベルンヤ将やァヘフノま ι

ュ主杭ずることになってしみド J ツ唱:-('-~-治って、 トJツiJ:r;シアゴザ丙

〉市から包回し、またエジフ iや点イン iにJ3げる〆{~~"ワスを脅かし

つつ、パル lたから1+'_~に γ ンマま入 、J ア'Itと:J(J)J竜寺科!を半刊に拾

v てL、ζJ

しかし、思実在ベルリンのは治活とたらは、円、ロイ/主義計の幻l!:Uこ以して、

ヨ rJソパ山 r4.i東部つまり PミルケンT島へ;世間するよこをj莞，vだハ仁かもそれ

;1，，;ムSi，:5示日i2:l7 ~lóù j 



叶1Eノ ト

lエ、 古ァ -c、|マl的な征服 (2で為った j正力による侵攻ではなく、が湾活動に
よる宇野cある U ドヰ寸スキは、法汚帝1"1的土J札口こ、ドイソがもたら寸危i境

内亘;lAjな特紋の っそ見ぐい七

第五節 未成立国家の外交構想

1 UOI"(jメIJ、治ード r ー℃と仇 ド 1ーマの端境期に、 !モプスキはラ yべ

!レスヴイノンヘi止し汁干しそれは、 19う'+'7月からi川7年 7月まむの活動を報告し

た、~絞ュ，~f[;=[(7)活動 L江主 i をおc-W i~ 、ラッペ九スウイルの亡「2 占有M裁から情

的資金三ト得るためであた J

へ向かい、そこで lトfソ

ド干ブスキは、フツヘルスヴ.(J:'-て品、 lろグ'!寸〆

Iι ンアそしてポーラ〆ド間連 1 の執筆会開始〔主~

週間、ての執筆'::~1!¥たが、ん亡をf41き終えることはできなか ':jr二おそら

く、出坂出であるルプブで、手長日ノμ;:rY:さゼたのであろうこわれどいるつ l

との時対の 辿の著作て U:、将去の*ーラン 1，:El":"R iJ支出かれるIぃ11号、関係や、

そこでのド'ソどの院係を論じっヮ、 ドEフスーTーの行動行幸;jr右る nンア防御

時論を検-fyjづけてし、く詰1平が反認さ札てい令っその集J、成が、「ドイ人口シ f

そし、 J、 ラ J ド問題I1U割出平行)でfら勺たいこれらの品U-4':手、いわば 本成11

1ィu患の外交f骨組こし亡机平気れたものT?))/，に ここでいう外交構想とは、と
りわけ、この仔則の J'，，-~ツノミ河際政心、 l どいて)上倒的~}き1\~i;ぁるド 1'/ ~こ対

rrCTゐf}ダパこ ，'xJ虫;iiJ問を)1づbX;することを A昔、味していにー

ー急転の年 1宮25年の思想より

それでl土、「ドイ Y、J~/アそしてポ ランド問題Jが敦主主されl"1別ifF"2fJ:f也、

東 :=1~ロソパ lこぶけるた治状況は、どのよう七ものだったのであろうか i' モ

アス全は、l!:)~~)年に;円l想し亡、戦間烈ポーフンマが とのような沼会年ど独ウ

に主っ六のつ、本当に泊りうと1る省は、19()7刊の政治がどのようなものであっ

七のかを知らね i ，f~: らなしリレ迫文ていふ c そのI~出 ~i ，二の年に国陀状況が

大きく変化し、とく iづン7改i{j'とドノツIl!zHiにおい仁三重大!:;.変fとが起コたた

めであった υ 以下ごは、「ポ フンド此ifiこ戸]家の再ftr ~l位、年}に記づみ、

t 壬ブスキの 18(!7:(I'.~，;s或';.-^概 !TJt寸7" ') 

乙の午、ロシア l土円露戦争 \:~Hiiした土、深刻な内toX:危機に似していよ: そグ】

結県、 可外的;こ色 lJ':/ γの }J は寸I，;:\;~;こ弱ま、 l司叫に、ドイツグ〉す主誌を熔める

Il(e9 : 式 til、Ji(S'3ii41斗;)70
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ことになっfこ 72，(:.:.、日、英は)ろした読むの涼結をチ測して、開戦後l日jもない

190佳子ドに)~ í!~ j-と商を結んだのだと ν、}のが、被(/)う'.H::!"'C'4r;った":0'( 11-. !'i;f商(こよ

i} 、「丙 ::~JI4JT 係与伴だッた植民地向日立は常ぐ処理主 il 、ノラ〆 λ はモ ~_J ツこ!.c 
向市fJ勃1与を旬、ド.('/ ~J"-é 口 y コに喝して示I 桧のタトにおかれもニムーなっ

たJJ 111そし工、 1906イiしりアルヘンラスネ議におvミて、 1L.;t&苅→羽協高一戸f吉l;fれ、

史)こ民主芸貨の援すi-i'もめま〉たυ 手"、C'1907年に[之、中医アジアの)'j-すう下」固につ

>"，て、 14元;高 I~j治活;工れん。「此 1Lí与の令書 u 、 大!吋同C')不十 ，"y:k，にすふもので

あ打、そ札が馬九九こエご、[1界政品、におけ斗"、、?何役割U':土ま fます制小し

てt、かさるをjGごとかったそして、 ヨ ロ パi土、相 I[に士.J."j'c-Jる 大主主営

に分かれたし ~ñには、三戸IIJj叩(ピイツ、オーストリアハンガリ一、イヤソ

?)があるが、イケ IJT に 2 つてはあまりに乏しと配i立ではなか~) ， なィfな

ら、海岸主主の j三さゆえに、英イム乃海軍力にtc!iしできる状 1~"cはノ〉か J たから「

iある j吉!;，I、 J タ，)γ~，;::地'1'託手に|おし亡、も λ }J (1) 陣 4じである ~UL露と作育

主的iJよいね;よならな語、った λ

同降;;-:..よ?において、長打、民が対独包FUi~，!Sをラ ;;11.:Lワつある状況で、 1ンアの

内政もまた、安示を取り更しつつあ た}モプ/，千は、ぞの様子 iつい亡、

「ロンア!ムロ7~i.こEバ7*-には、件、政危機に対処で3るよスになず}仁いたJとし

てしミる、

第 ドゥ マにおし Aて、政府は、もはや識者どな f ていた 1-;内

?のJ七':は、 l誌に十月氾のおで弘政吃に揮られ ιいたい彼等l土、ブシ辻

ナリス!ペヘ (-i~迅 gt~ìk と共:二、議会の う?の 4トケめた にゥーマ

どの↑立問、〉ヘに、 ?一月党指 l卒者グd コブ円の~~1J物 ;:.1-) 亡、は〉人

ど新編成こもう r¥主、 J車内大規模七 jrj:，i軍治 i始まった。この:1事l土、

まだ言~':'，;J:に私し 1， '8主主えの~;-f欣を活力、し、ヲ取やかに危められ、そ{ワ進出

にfいって、はンアU)入、げ卜日dなはんが「マrYよみが"てさ丈，

内政において、 丘、のえと定を j平jニロンア;二、 ;;び外:二日をlコIけ始めたr

「ソアーり 11，家グJ対外政取は、向いを取り戻:.t:';め、校争中に拡ノ 1，つつあ】

た iイツへの依YTf-tl、v'のけた 新1.:なイギ'iスとのfr窓口、c1シア i.."とって、

少なからぬ~liJ ましとな~_~/:=J， 'i"lしかしそれは、 Vイ〆ノとの対立をl'むi底辺ヰと

たぜな旬、「ドイツは、点大I:j;:(，1)新たな結-{'，によって、|伝1[!.f!z渓(/)広"-<t ~::> J~ c 

，[，，;ムSi，:5反;;:;i2:lliD :1701 
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l長を:itむ勢いに合11めをかけられたため、ベル 1;>-，>-:パグザソトを結ぶ，~，t( に

iu-:)た大|注射:ったの大言|耐を拍きつつ、自分たち山刀を、肢もノトrn摸ミ:抵抗へ、

叶1Eノ

それは何よ iJt， _. L!シアの利1uiを

阻むものであ}か」ハ寸いう j

ここで"日すべき lことはJロ〆アには、ドイツにふ1，る好戦的な勾j};.:Z存イI

しなかったにイかかわう;j":、 10~iM問円筒宍 J よ-if;"-j >.，>しれ h 、 iF1\(二 iBUι 年には、

パ lレカー/と百アジアのノら内へと向:ァ蛤めた

けンアとト/ツとがぶつか !'l台う大半L争が起きる 0)は、|寺山J0) 口 ~:iJであ/ひこと

が';1りかになっ亡t' ト」日lとドモフスキが|口i相してし iるこ〉ごあゐ μ

このときワンγ凶院に は、 千すかに、抗~I ゥー γの段、パドリ:ヲティ P クな

平/えがJ;[方もなく日主主ていてJた仁ぞれは、 ι命へのlぇ動や a ユダヤヘへのr
ゲ口ムといっと攻撃に不されたばかりでなく、 ]ンア (nJ~'!'当 !J を対外的に炉、大

し、人国炉 Lての役割をお化しょ"どヂミ執撃の中にも主ごされぐいとJ い
ろ (1')

しかし、戦争がえ[r~I ーといっド二千アスベの呈方;ょ ~F十の i:J :...-アIぃ17司のう与11'1気

まλドイ j(.の渋ノノ十ム ドi入〆ている}シア伺;刊は、とは、ケてなってし、λ

わけ守はな泊、)/:， 

nι アのjfもi主を日むものは旬よりも戸イ yである、という志識は、

まだ丹Htにはなっ Cし1なかノえハそれシころ7← ~~;:の :)'1部:ーは t イ

ツの5iItl--，~;響が感じられた そうした影響i;ヘ r反独的なJ:~識を拭し ε

去り、 ドイツの市治浅から i'意をそらそうと .cいたu も :1シγ の

外交がますます明慌に反 k/ツfつなjJ同へi住民するなム、それによJし

ド{ソ人へのメ緩や、そ札シ並行ロンア同:';1では親ドイ)uS傾向や、

ffJな，je ラン~人:二対する敵対行為子支紀的となるこふうしてつンア

い政においてベルリン刀、らの事txUt，:やIUJを令えるごとになることは切ら

かであっえ九

後述ク)ぷう(二、ドイツの 影響}J がロ J ア内政I二大きくf下cjjJ ていたと 1、

つ見解i土、「ぞブスキ(1):"イツ論においと 当し l、いる A ドノ yは、年同(lg• 

文化的な re;警JJJじよって、且将軍事).;}x行使ヲることなし γ、r::;γ "'70)内

甘えを重力か〕、その i)t... ドイツ何 l りを 1~~J 山t してし hる、 とし、')(.1)"('，hる口

史に、ニの上よ1U:口シ r'"J) ]J'.) 務大~てだ J たド内ルノヴオ U-'iot!.' l¥ikolaj叫 cz

式 til、Ji(S'3ii21斗ゴふさi
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|玉 þê珂柑立のパトス iレロプス:~二)

円LlPiUWU.18e:4 ヨIojが持て高したように、:1コ〆?にはドイツとり単;~~rl を ι] う J入

裕などと→くなく、そのJうな不足争!;:;:t寸シアにと，，どIlx;)えになりかねな νリとい

っ考え刀〈片品約だったの仁あろう r ム?)

こっし?ロシア固いの見院につけては、 口ンアの!日前!t，オ スト '1アノ¥

J ガ j ーをて主 !i~.、なj'i:fl.cとみなしにいた とし、ロン γ甘えが、|寸 スト"アとド

イyや結びつける，1;'Iの強主主:;rq:;;lyI'せず、必要n ~_(こっナース~ 1) T!~心古と γ ィ

ソ民党治どい日ljしてUたと抗J有すみ てして、 ~，=，なく， .ごTコンアノヘσ)IiiJ ~きし、が

「何らか l な円 f二」 ζ 淳首~-2 í ，J けてし、る 1:，)

ただし、ポ』ラ〆ドをうよ坑 J~Jニ カ凶においては、 ロン γ ドfソIUlの絞'j'i

が昔、ェオに?γづL、亡お)、その芦之争，.おいてポーフンド司需が京出するこ?あろっ、

Lいへ=?;誌 があり、 、イゾ .t.nンア tの戦ノj十が下凡されてL、と。ひしては、

国間で不 ランド問題のなl1，tFl.，.1)仕方が明，~~-{されていた、〉も指摘 L ている}

ぞれは、三政向グ〉対η;ーサンド政策へのイ -/γ チ"/7J¥「突如 1よ五万、えったl
-，パーギルザ号、九
二.，此メ"、。」ーゾ j 

ブロイ七 J にお 1，'，てl士、訪問なく連平かい、じ、fぃランド止法がiι
展し、 :1トランド0)1地におし、守ドイア性を強化寸るナめに莫大なm

7ft::拾し、ますます集出1'1(;¥ご寸ストマルク1品;:が治政を区内!と

オ スト 1)T-Ci土、ポ ラ〆ドの了から!Uブ1f'1}'J〆戸をもさシろう

という S;jc)かな Q 忠を子去って、ウクライー}へに改宇lしたル午ニ?人を

，iW， J主 J.f!~(，こも剥Jキ九七し、 fW~議を 1)-:<.7二。

"、 γでl土、[:):-c!ンに東部の那市，ヘウムに知事を設置:、会議
l'小九うJ'断きせゐプ口ン 1 クト古2 寺~) f 1;>;-:， /こ l、なl¥¥}に、 Jド

?と式の主J-" :'おし東ガ lj''j _;アへの欲望を示Lた

ド壬ツス守 l土、これλの，J芯L人 ムカト|におけ。イ二ンアチヴジ〉復活チ凡て

し、ナ I こうしと Jfi:Hずの政誌につ、もて、 I カ匡全てのけ的は 勺、計円、ランド

円相 iを最小限、二台'1えると t、う二とであコたc 同ノ、しと巳急さとが、 'C'時にそこ

止処で呈られたりぞれが、ただ偶然のー孜であたとしうことが、あり f与るに

あ〆ラへかヲ J述べてしる。ブ ν えド ')トブスケ条約が依l示L，J よ与に、

政府~j 合肖の上す、 f ランド泥土を最小限に.Jt:lえQ 形での、ド ラン r司
販の処分Jを|χη 亡いた、 といっ uγ'e品る。，、

:1，，;ムSi，:5反;l!2:lli7 ~172j 
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1907年に、 J可が起っていゐのかをよ!読し、少しでち状泌につい 01ってし

る人々であれば、 J~々に iま 111;':示買にする時間なと 弘子たりともないヤこを土中島平 l

てい七にj5:.いなかった J 敢[ドイれの計四の成功をちぎまオ、L!シア マJツ

問の匝突の鋲関川、ホ ランド問題を、べJI.-l}ンのいへや、味「はなく、我々の

いう意味におい工導くには、 i事わかにji訪を重tJなければな九なノトった 'U' と

述べ亡しるように、ムヨヨコ年内i円f''gにおいとは、バ~ ~J ンド問題処三回会有利に運

ぶために、 ドJ ブグ〉政治にMit1るこ」がいかに重たな意味合J守ってし止かが

強調されている j ま戸口ンア""'んが気つかないう土から 不 ラント人泊i助手、

たιはロン fードイ、ノ戦'[，的勃売を子炉、L、その結県、ポ フンド rld~nの処迎

カ;ハミル T!:--rJ) 思~~\迫 1) (こならな L 、ょう、 ù'r !t力 +~(ìめてし、たとし、うのである U

190iイ|以降、静7)'(，、しかした変な ;~~:LR をfI'しつつ、ー河内 0)，'，-;< し 1 は始まって

いだといろ このレき、〉パヅ〉ロシ niI柿lめて汽)0噴?な 力関係にあっと

とドコフスヰ~;:: ~J-，析じて" 'る /juノ「イソl立、べjレjシかりプて|司こレての了支

取をieめ、点ーランドも F守的公:;1胤-CU!j訪中の 1 イジ Lントを迫t'，J、「内ノ
ンIJかむか、 xテ;1ブルクにおし、ても、ポ ラン i 刊;むのJ虫冷(強1，"宗主vを及

ほし亡し 1た」ムいう :1;'これに対し巳シ fは、ょう?¥対ボ ラシ:此*の河

成を始めたばかりであ 'j 、自分たち(?)日 f~ ャMi を。少紋の同1訟においてのみ j

u也品tLている吠態でありと"む

ニO)liiQ1._' ひっ M:.i!S~止、 /;1 I ;まで引1 られており「、 .ntfW され'~:こなか勺

たため、 ドーう J ドにかかわ il のな ν 人々にとって~~ x 、興~/，.::n': いも
戸、、与
U)つらし1.!~ 7cよ」斗

lれ刊日山Ii川)斤7汗年1に、 我ノ々Jがド rノ マ;おいてき!.'一此{ι亡、u，叫ドソ:j}不毘探b土、 我々の足グのJ 
t; ;か与か為VりJ.l取杖:り)I除冷治か、れ-ct_まつた一 G J川JLf第t許3 ドウ マf解呼A以t引川|昨i汗干、 政可常7 

が議会をさ掌吉J隠E

し胃従ってJえ々だけが少数議JPiヘこ縦小手せられ、重日Jな1:"1:¥刈チ刊行

こ介ができなくなる、戸、もう rr~司があ"，' l=" 

それらこちか泊、わらず、私:二航 ドヮvγ:二出席νf二一それは市 :二、

名いの問詞ごあ"た -+tーブ J ドに一強が加えらオした後で、ポくこと

などでさなかノた。 同 l¥首都かろ進出された議員であり‘ポー

ランド・サ クルの代子三である〆しぺ立場が、私にポ ランマ(/)名グ】

t' :'こ夜説 L、ぷ討するため山公入。)肩書♂をヰえてし汁ハそれは、あ

式 til、Ji(S'3iiu)斗ゴ以i



|玉 þê珂柑立のパトス iレロプス:~二)

の時)問。)宏、にど勺て、司、!iこ必lJ!なものであ勺 i':.， ..+1じてL 、もしト

イソ ロンア市立争勃殺の同問:こ，J、 う/，利組今芋i品しておくなら、

私えもの内的な活動の旦'C、ふ、 下ワ 70)監の外に j~~ ~~ねばならな

かJ ナヲ，ヲ

uシアの戦争半端J~，二院する低い計一日にに八、、 マイツ王)好向性や、 y;ーラ〆ド

J-(O互によィサゐ白日~).J ':lへの認識は、: 8-{ 明同士Ec)中で述べられ止ものであ I{~) に

もかかわっず、 j当利とも言えるほム)こ危機感:.~ ~持ちてし I る J 戦間期の独立決1m

i土、 モフスヰにとフて、 i---.8:~":';'えそ[ポ ラJ ト.-:: Þ!:1i支の存ギI を :J~::::iに消

し去りうと j するドノツの危積杵という思 4""からの解吹を令 \I):~;:K :~ていな

7)" ..-')たー

ド-('j:司家(/)111であれ、 I，.Jムグ〉外であれ、 J!(々 を号室酢lこ;;j¥[ザJしJっ

としごきとドイソの努力が佐治するよう(ごと、校々は切に担以 j'，~--るや

持なかっλ

ピ L .---t! >記長会で、|我ノァl立、わが回山内 ラ>:-..，.人主戦 Jてい

るのみな l~-iì 、ポ ラー/いょせnj.:主体と吹っている J と;'-:~ベた。 てれに汁

する、絵ーの実l直かっ論理的な日;ーヤょ、 ;1、ーラ/'FRl炭"Í'~1;$:が、ドイツ

に対抗しと戦うこ〉守あり、そのγι事を切望するこ片ごあ、ぇ c 

t~ '7)許11わ〉ら?れ[之 、ィッとの戦争にnンアカ誘引するためには、 7シア

半のIliA痛だ}十では不十分、であった、各世なりとも、 uシア政治仁のヰ情が必

要 Fあ， /"し、同:';1におけゐドイ yの影響力を打ち壊すこJがE、要であ ，t.. J 

とし tう「

おそ(.く""c;t: 、 n ンア ;tl 子ノf、 !;，~i， な、はっきり戸って両主笠Lな刀、7日 l

ある国家;止、存在しなかったであ九う L 日ン，"のタナヤL↓ヒピ'~2(土、 そうな

らざるを仰とかコたために反ト fソ[fJであったが、他hで:な:r.tでは、

殺 i'"{ ツ 1呪 i心Jが古 ~l-~ L<~ ~汁二~ cン〆政府のような こiUiど王と|坊

調のない政府 σ" ドてやの J示、外務 1c:::~ とそれ以外())陪僚 c': O)l与しい)，J'聞

がl'じえたのであんう こうしたナI訟の木民本J匂主:原凶は辺去にギ在し

た。 マし丸、 をこではブ l寸ノヒ/が大 1 '.; とし '~"O) 攻工ちを J[，心っていた

，rc，jムSi，:S.;l:::;vi2:lliS :1741 
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フ'i ド1) lニ:大上は、〆ニカル ~=-E うなり 可 ラ〆ドのよF体」を

食するという共胎山にお ν、ζロシアと結びつ:下とが、 /nイ-;:'，;，こ

ζ ってこんなにんきな居]l去をず守つことになるか、目旺にE望月7干しマし込

f干犯"

以】内 Jよ況を γY:'7スキi主総犯しご、 ポーフンド分割や機にがばれた uシ

アJ:ブロイセ〆との間if，1;t、よ、IγトJi:le'の反日によって}j¥/1ることこなi-l、 r~ 

ンアはプロ Jセンとの断絶:-.:.T，)た J しかし、ポぃヲン l、人は186:i年のJ1起を

;凶じ丸、ピヌ Jルク i改めし友好N;-{平を緊桁 iするも可去を与えてLまった{官、

合一Pìl~，に;..-::パ、 Lì ンアがドイ Y に}よ舷らすにわ、;司 ~j守な--:r.J:g，'d:' 1守る ζ 、ヨ設芦之

/fi-c~: : ~'J!:z危終が口〆アの対外3'0 -(i場を点的、 トfソ(対する口シアの依rn;.t再
ぴんさくなり、戸 ラン〉八円主命主義官たんが、丹びそれを少々促)!")Lるこ

とになった。ーこ仁ている ワまり、口ン〆 K:t刷。)ドイツにMヲーる ~kl7- ~王、外

父」の:tJ'独i斗出注目;ぞや英fんと;1-.;(:-:~~ v、た、乙で vおまる気自l会見せなから、内政;

おけるドイソの「影響}JJの作用や、ポ ラン、八; 工る;目立R.lUi的な武装校記

マ革命ヱ義活恥(よって、よみがえ てLまっと、と"'うれである、

nι ア政;rナウマイツに松市[ていることを暴露、、そろした依会を
杓状せゴるを何ない、あるいは、泣堺をぜえゴるを荷ないぷうな難L

;::J /T1F.iz:宥を置くことだけでは 1分ヴなか勺たれ 1 イソ lセ

の戦いにおν てポーソン:.;'i v-ロシアの仰"こ守つであろうこいう烹1誌を

U、A犬7日vこ

υシアにおいて広め、 11先どり，-，'な《、活三"1:J]ν ても、 ドイゾジ)沈

切になってロン Fに対抗しー〈ない〉我々がa ているこ〆を不L

口ンア位前をtll1設しに、 子 1 /'ド的政改ヘム]げてロシアをどイツの

訂正とし、いる此誌に {~tげる必要がめ〉た口?，

こ 1Lてみ{)(:.、少なくとも 19お苧のl口1キ円、からする張円、 ロシ j?____ 1，' -(ン伺

。)ゑ'";'1が勃発したよ号令、 rモフスヰがロシアを支持し、 ポーラ/ド hld~n :的解

決からドイソ i)) 形手守<IJ:lJ:け防;じようとじていた枝子が伺えるυ それは、共

仏民 1，，-;"るふl独包:nl制治、ひいては!、 J ソこの戦争千よI!ヱE，Jボーラン 例担」

の処1甲を有利l主めよ λどし， "外う<桝恕…;':'Jう Jた}二、 i出土、ム引l7-19{昭子了

か L 十て oHJ~(/ノ執苅をもとに、子うにたれ :;~i持イどが~ -，かにて<;え出された(1)か、

式 til、Ji(S'3S向、斗;)G4



|玉 þê珂柑立のパトス iレロプス:~二)

また、 どの居侵Eノ]任{Lされてい J のかを検え1-る 3

ーポーランド問題」の転換

後年グ)::::j:想iおける[川7年分析;土、ある在主EE'J~の花 )11!'!，:おいて、 口七ア

ifi: 1:0 f;乏の戦中山利上回を読とた慣l直があるここは心めなし~で;土、 ;J-;' ~-- -7 ./ド

問題|の処坪と、ド fソ ロシア質問慌についご、 19(!1-1以出年当下:はど{ワょっ

に諭にられとい之のであの行か

J ドイツ、ロシアそしてポーヲノド問題巴 lおいて、彼が話じていζ竹父摘

出を支えるねの つは、|ポーラシピWWHIの意味が転役したと tぺ1保信にあっ
ナヤ/_.， 

186メイi以降、|ポーラニト間短手、うf'~ll 同の川政問題 ζ され、同際政治の

件 tfh おいても、またポぃランド人 11 身グ】思議にお 1" て七、 r-~'í日こ非られれよ

うにJI1，えていたjoAlそれはわ に「ポ ブ〆ドグ〉蜂起の'/'...;---段にフフ〆ス刀;

プU イ七ンとの以争仁おい工←芋袋三ii，"*められ J第 じ「ブ uイ七ンの陵地の

もと h統 3れにドイツと、ブンクザ〆ドノレ 升:の cÍ 品役、新編成の~によっ

て強化さrとロン 17j'いう、ド ランド古"!.J!..にシつての つの散が、 j ，---[!ツ

パ的苦手心配置においてキ空さかっ又配的になり、Jそ07)結果、ポ ラ/ド人山 11I(l) 

「最もr，fJ;2l:な楽鋭主義者ともで与え、夕、からい刀な;，Sj立;力ト壬ける望みもlEえ

l_~ (:認めさるを得なくなった」トめであり工、('-!)

新たな「永1際情勢 iこおいて、ポーソン k問題争nz;)トげるごとで十11帝
ふ得るl封さまはーっとしと ({1fしなかった l、ボ ラ〆ド人が政1台 Fア

クタ ，'-L，-CHのドj視がJな何/直も示さなかっfにもかかわl¥ず、も L

どこかにぷ 7 ンド 1 ，11;泌を取り上げようという町平が~れたと 1 て

も、 三)(ヲ誌弘 [j:i宗は完全な沈黙イト ~J'-~ る F とがむきたごあう 'L

ポ ラL ド領|チ-l:j'.;ff1る cl'ltごのそれそれ[，-~おいて、ポーラ J ド

問題ば、~-:. ~ bC]内刊題であり、 Pヲムての巨に属する問題寸あり、札部

からのどのような i件をも託 iめなし、h';i山ょであると兄令されてし、た{ し

かも e ぞの同時0)状兄;土 どの1"1におい l、弘、 司家;こ止すて深刻jと危

険な''1拾のもの!は凡な洩れていなかった。ヌn

ニつにた、いわ::fl:，い ポ」ブンド間約II立、オトフシド人;ここっては 了支

cle，jムSi，:5. ;r:;-;i 2:lli3 ~17Gj 
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治初59~のLl I亙」引向山であ:.')、諸外国に コてl土、 ロ〆ア0)努力を弱め、」

「口シアとヨ一円ゾノ《との切にダムを築く jという問駁ぜあパ 7二三 l出その後、

r-;蜂起の訪序と共に「ポ ラン V民担|は#己れとやそれが、 1207年首?とi

な J C 再 J手~_.L ，"(きトエいうのごあノがも、その~，P，j，を大きく ιdJ!c L て、

よムカえったのであった そうであるとすれば、 ii~イツ、汀ンアそして，1，-') 

〆ド司琵j;ょ。 ロンア ト イツ戦争の{^)~の中ご、非，1) な緊長JE(あるいは危

祇l品)寺 t-tって畜:かれた丈中心集積 lいえる九

守主は、 1907午ま?の|数年間に、 方寸はポ ランド政一白のI)'J~主的 本初l均

主主主がしっかりとノ恥日立さ:fL~ 1むんでヨーロッパの凶際状況はうと白j的じ変化[，，( 

L たため、ぞの市f恥として、 Fーフ /γ問題は、 19]:tfr前子に有しといたのと

(正全〈異なる 新とな役割"担うよ与になっrJ述べごいゐoMU打、戦了lにお
けるプゴ-1.l:ンの勝利および:，-'，1ツ市出建設の結呆、 ヨ ロノIノリむける第

f¥r.J)席lを「 fツlまIJ-;めるよう lな η た」 ドイツは努力を魚 ji:_¥(こ伸ばし、{自

の諸t(~kの科，;出を叩み、中]1:の材型ローマ7[ L:EJ が梨たし といたよりも大さな役

割ぺご:í~，;:うとい与野三ヰ"弘、ていん、とド E フスヰ lよ品、，I-jする 池 ljで、[:，汗

恥争におけるロン Fのヲh内政 1"三らびにツフ '1 固まの?，;は:Lj~i高11、 j .---[!ツ

ノ、全体がさ毛3にれたっ、旭川工、>，，'，た汀 J アの威jJ;子、 民コていたよりもずコ

と脆弱な占主主tのとk然治れていたものであったこと手間らかにしにjの℃あ
る fツ9

こうして、ヨ ロ，パののちょγ討におし λ て、出λ する iイソ討し、f;l)i本11:

Lた11ンア 'iv-、全く tt!おなす場に置かれるようになった、と?止はλf布[':~ている

てして、次的上川斗はく

今 i、以ヨーワ γパct1以内干iJ主主は、寸ンアク)弱体11:にあるのではな
く、 Uシアふ弘:じし、 ドイ yに)'tH!.させるに一刀、な能}}を正手たせる F

Jにある。なぜなら、さもなければ、 1ンフはベルリンl宮市のさ:のま

まの危只に :，'J "1の応湾匿に、 トイソ治市三々に征呪L-('，'く対象に

ノ去ってしま λからである。

二うした戸]際状況にお v、て.，J'ーブンピ干!会l とうし l河らかなのは、

もしや後、ポーラ /1ご朴drl 、 h!;/!í:的 'IFo)波減}いう fé: t投 1] 差 I~，:Ì自

るとヲれl王、それはロンアからではな〈

とv、うニこである i:1:1

ドイ yからもよ二らさjしる、

式 til、Ji(S'3SGl斗;)G2



|玉 þê珂柑立のパトス iレロプス:~二)

このヲ[同~，，:: fí~-;C <糾うすで、 ト七ワスニキは、ロ〆戸支配古;'，8:1;，.、る l 口~ ，;， 1じ~

いう干設が「ポーソン k人という氏詐の持続性十独自性今言、しも認めることデ

℃さなかった とこ乙べている口そして、 L~ シアセ向日よぺてボ ラ〆 ~~''I(UY:の

え化D~XJ:Z!てが抑制され式等のマデ ァス同を;jHi抗しなが η も、 ロシアはもみ決

!て、少なくと記、弔兄できる将来:おし ιては、反，)，'ソノド酌な政治ンスフ h

を予三得する JZ どのr，~}J を t~たなしむあろう|と1$;じ L しる ヌ"

これ~-~バ L 、ドイノ("~-X，Jずる氾jJ位、 tHt一貫 Lてが ラントとって駁L
し、ものである lドイノがボ ヲン VC)!て拡がにとっ C危険なもの子あり続け、

Yロ fいン政町を地じて、 iえ々 。!.hU土にt-'j-，i-る戦いの F設を、絶えl'先鋭化さ

せlてし吾、 王守主すよ去な危|坊をもたらすことになる、と hrnしている そ
。7枯巣、六一ラ>j-べ立、 日ンア Jオ スト 1)アという残る "のJ!訓阿に頼"

ざるを得な土ノ缶る、というの古叩主グ〉見方であ J え しか〕、ロシアも十 スト

リγも、ドイツド依存Lているた的、「今E刀、 づ〆ド封拡;o)_l~{:;常生に三千ツ

は強い;!;i;響りを及~1: )ている jとも指析しにいる

ニうしたがJ主判 ιっし 亡、 ドイ、ノカミポ ラノド人という汗車占天のム干ヲ民

J巴与を似し去るためだとが解してはいけないU なィどなら、この ，~i で経験

が'J、[て L、るのiよ、そ O):f!if:--}J与な(/)だうムリド fソ刊からな Xれる攻

撃は、 ellJdにり、我々の行イjの恨本的安芸{てれらの要J、のf二かげ E、

な々は、政治的独立を矢v、つつも、 j虫じの伝統干、 3土U町民践的ltrd

かもコ政itl:II:!氏族1あ i 続行、 1"1家をもコ他の大きな諸民事、とも対等

なIU丈とあ]続けている 1 を ij;~組織化し、消滅させることに向けられ

といむ。 ドイツ(工、I¥')!;山手七同主ゃp-，"'TL/μi九而水【宇の文化の祈

刊に不可欠在、また(プ口イゼ/う}jl;lj領の]，iJ:'ーたちがJ哨， ，ゐ足義でり)

不 フシド民dY，nゾu〆タリアイυに不可欠な、ごれらのlとにIJ'J 科民

間 rr全子、 Jえ々から切り ;)l~ そうと切とさしているニ，')2'

イ民， ，するなり、ロザア支紀にぷるjr:古が去直前な文化的手千:農のiJI::f:U(.とどま

るのに対L ドイ'}C)政取がl-j去る打J半は、，;-，~ -/〆ド民払のや柏そのもの争

符かす、同校としての刊行「校在 つ つ断ち切っていく性Eそのもの予ある、

とドモづスベは7忍識してし、作日

ロンアが衰 i~L 、 そオしと表裏 体山IU，J1 .. ý; に 1う~'¥てドイヅ0) 景;;li:{} J :がL曽大

:)，，;ムSi，:5<r:;九J23b ~17ùJ 
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しつつあら日 ロソパの回j祭「古物にお 1.，¥"(、 ドモフスニ'f'I.-'::'i: ''":' -c 〆J-;;' ラント

問題jの新た在意味とl土、 J主幹、じ〉牛存をかけた kイツとの向い)こ':illならなかハ
t 
" 

むすび

ポ ラ L ドの政治 i正、ユーランド(})境界内℃完結ずノ~) ~のではな t ¥0 

な.jrなら、〔ロン人イロイ三ン、オ スト 1i ')7とし i勺 l 国家へのボ

ブ J ト瀬川)11，ょとしま、 r:c々のよう占肢を 3ワのjJfJ十ド ν 、 :3 -:一つのlti宗次情
的下;こ若かれた日以)部分に7Jけと 1まい、主た河川二、ある柑0)役

剖を:'i:;' ラ、/ド人が ;-1ンアヤブ口イセン、オ ストリアの[同州l

政治に詰いて{責じさるを符!~、させているからだ J

ご， 1: 引 ftJ したのは、 1904年一月(，-~かれたどゴアスキ山小論「ポーランド

政治、乃仮)A:とLてのぷj}引用家」の 節である ここまでl前剖 Lてき作ょう仁

川モ rスキ;二、えイこIfJ 民族可ドホ ラン}人よりJJ:i;!K.ドあると ;1めごいるト

イツ人に寸して畏駄の念をおっとi叶時に、その号ン片)J(1)怯さを合戒して，，1二u

それとは対照的i 、第ポむ芹j当、た t ろに、相会 q'ーノ/三ズム þ~i士\l>~/，I，に

たづき、 Uン 7人 L いう ヘ廷」を、野I(~で暴力的な有 (0: L ，(昧;r;;あるいは

授杭Lていた ドモブスキの忠昨日ヲJ.L坊は 兄Ir:Q従派」のようだが、しかし、

円シアにJJl，Ll..T"いたわけにはなかったのであるーぞt】!土、 γJ利章でi主べたと

おり、 H混戦争に|涼 iて戸モノスキがノT(I〆た、激lし叶 Jシア支向Iへの反7とから

も日jんかであむ。 fこもか拍ミわん'9ドモブスキ(之、あえ亡口ンアlノイl官のダ「トミ

ズヘに引った，Je ラン~白 υを日れしたυ ぞれは、第五三手で見たように、民決

性というものに守"，0'1 る~- -:ツ ~J家がイつ、異 tt な危険性え;?;~;l l たためじè，てJ

た。

ドモワスキば、ロンアとい 1恥も身近右敵対ずi(のみけをなわオしることなく、

東ヨ ロッパわご_i~口 P ベ&:~体、あるし ι は 11 本やアメ j カも合むヨーっ p べ以

外のJé:，jまとの関係もす兄~'子に入れた枠羽みの甲 f二、ポ フンド問望号をf;，伊づけて

し3た。さめ丈_:1) ア"ぇ人のHUとから~:1ノア河 1えの文民おはノ己的、 ドイ JO)fr巴治

判:警さを党しつつけと〉モブス守の思想的立場[土、ポ----J-社止を同指宇パッ

シヨ/，こ、プショ斗り式ムによっ亡釘かれといたのであるぐ

式 til、Ji(S'3S41斗;)(JO
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I i 露戦争の直前、 0/T訊 F ラシドにおし「ごl土、ロ〆アにを]する反売がら?

いを増!っョつあ~，た。武長主主起への:示注与え "11まる'1'、ドモ 7 スキは品えど11

(そ"(ゾL!イセン十ォース!リア)り内政に姦i勺する且:佐川|奇心えた〉ンア

c----=-'r'i; 凶の I!;: u:t:二行ける)役割亡の|おわりを断ち、ふれがもう*~響

1: 11，~つことは、 q シアiJ. i'Ó'~-) ノ L' 'iて/版記、マース i';!ア政1うへの

白帆てあ')、〆河先のこと υ刀兄ていな，J近市民の証明lであり、自己

(l):~力さを江主じでし iる己拠であふ c 我々の民民の運命は、まず我々の

/Jをf申ばょにことに、 .:J<i. ~ ':: iしり 凶試の;主命にかかって"'る。己

武んではな〆政治による戦1，へIHを向けさせよする Vモフスキ 0);，(~'Jft感

土、以下の丸岡、こも2:1しれ吟

以治は、 武力;よる l典明:1守な戦争引寸帳、優れた主主いの手段なの

戸 政治活動(~-おし、ては主持ラ f ブ，ノめ火砲を用 v ない、 r 1."う主民

を?半ペーじまいるが、前二守lおいても悦官にお1..'--Cも、叉肢の1"QfIヲ

ムロ徳的なむが帳〆ていることには交わけない，

1017年 |まさいUンFの設後となる ;T~ 1 iン寸ヴイ守吊じた;ーよ;人 /7  

11の支配li崩壊したっノ')の'1匝の消滅とロシア八Hえの;主主化は、 k そプ

スごドグ);:-:匹以りこ告 i敢に、数々じ )~JF¥寸シアへ巨イjFf':の成すさ〉化HEtこ)-:'二c ぞう

l__l:.uシアの咳1Lt :n;I11'に、 ドイ yと寸ー λトリアの敗戦に上って第一次大誌

が終桁すゐ}い.)~ピの偶然がポ ランドの&l:rirをも丈一らLl:のであ)l:-。

以行ドモヮヌキは、てt:，'.こイギ)スヤフ 1/'スでの札交活動(.=}Jを7I1くし、ぷー

ラ〆ド "jい"政i古の中':_.、に戻るごとは主:かった しかし、日にUシアだけとな

くドイソ的危険性客意識Lていたこ lかt-，もわ71'::~)土入に、|未出f~，:*-;ì;j-幸広い私i

l下でt1i:える 1モフスキの感ゲトは ミ ラント国|勾ご指::;+fi}:なったとフスン羊

に劣るもωではとごかった戸

HH8年11月14E、尚氏0)ドコフスキ'd:>i，~t <ノミリに残】〆たま王 ::::: '7スソキ争

|ポl家主巾と jるがーランサさわ 共和トJ!土「ワ!:存遂げ1， けれども、 1SO-11-: (~わ

七 7;; 異民主主'111 匝-x民の{去によ~，や f、 ~_hi ~たこの f;: '--い吋代も、 戸いう J ドグ】

人そを市f三なE々へとコ害くもの"C'はなかぺたこ

，1，，)ムSi，:S.;l:::;;:;i2:lSD :181) 1 
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19.39年 3月、 ドモフスヰの化のよい〆で後に、 1]主が生前怒れ続けたドイツがポ

う/トヘ校吹Lた;944'守， s月、ついにつ;"シ f'/ t半起に式掃を取ったり jレ

シャワ訂民をナイスl土告白再三し、 ノピゴ入がUi認する中、 目立ll)口、戦万IJ な J正:;)~

ランドJ)1 ，<Jilの什:(7J 日喪減 1 ん j 予起のちト~) L/-l員等;土、その

1l:'f-;;を火波に帰しただけになく、);lJr立入居をい，1，、とするι大な人的波τをれい、
その後 ;t.;日未1 に筏ヮて〆十;~7 ンドの 10:立と汁々をJ民な)た仁ポーフン町立、 、ノ

じっ ~ëによ

ピγ 卜のなの lにJI又的λれ、 k:，j註!莞の除手過ご γこと tなるのであふ

l夜は徐々 Lしか明けな 1，'J というけ陪〉ど;を止めゐf ランドはなお、速の

l町:こととまけ続けねばなら長かったのであるc

詮

ドモブ〈キの一歩:文献・づ|国l↓Jは、 L“pat:-yo守ヌrr:'七と)Y)，fti/l去ぷと異なる

ものがあるが J;;:、異のま王伝記"之，， 

第四章闘争のロコス

い D r.1CW~;ki ，“ D{)k!，r:yn 日 え叫l/:LlW 1川litv(~(''' in D:nけW日ki.Ih'il'siil{' LαVFrl:ki 
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Iuid 

1ο jlJid 

11' [bùl 治剥原 ilJ~のとおり、

I:~J Dlll刊、公ki，ιOiCZ¥'Zlln" ~;5() 

1:)0 !bid 

I-'-} Iuiil 

l-.' 1)1日円、只ki."O;CZVZll内 日503: 

lii} _('(i):孟か、体々な顎型の小税校C)教条二千:-R1JブT{じすることをJ行刑しコつも、
それ山は政治によ)1.，λ、一呆止す役割Jが少ないう示、ワえゐ事も少な 1.'¥，"Lている}

Ilε1: 式til、Ji(S'3S21斗;)S押さ
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